
一
、
清
雲
寺
毘
沙
門
天
三
尊
像
の
概
要

は
じ
め
に

福
井
・
大
飯
町

清
雲
寺

福
井
県
の
南
西
部
、
大
飯
郡
大
飯
町
の
大
島
半
島
は
、
往
時
、
船
に
頼
る
よ
り
他
は
交
通

の
便
に
恵
ま
れ
ぬ
地
で
あ
っ
た
が
、
十
二
世
紀
初
頭
に
遡
る
円
珍
様
不
動
の
本
格
的
迫
例
で

あ
る
常
禅
寺

・
不
動
明
王
坐
像
や
定
朝
様
の
典
型
作
と
さ
れ
る
長
楽
寺

・
阿
弥
陀
如
来
坐
像

な
ど
、
中
央
的
作
風
を
具
え
る
優
品
が
不
思
議
な
ほ
ど
多
く
迫
さ
れ
て
い
る
。

大
島
半
島
の
中
程
、
通
称
浦
底
地
区
の
山
裾
に
所
在
す
る
臨
済
宗
相
国
寺
派

・
清
雲
寺
に

伝
存
す
る
木
造
毘
沙
門
天

三
尊
像
も
そ
の

―
つ
で
あ
る

。

（
図l
)
毘
沙
門
天

•

吉
祥
天

・

善
脈
師
童
子
の
三
躯
か
ら
な
る
こ
の
像
は
鎌
倉
期
天
部
形
像
を
代
表
す
る
佳
品
と
し
て
早
く

よ
り
全
国
に
知
ら
れ
、
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
平
成
元
年
(
-
九
八
九
）

に
新
造
な
っ
た
境
内
の
収
蔵
庫
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
躯
の
像
の
作
風
面
に
潜
む
様
々
な
問
題
を
取
り
上
げ
る
解
説

・
論
考
は
こ
れ
ま
で

も
度
々
出
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
度
間
近
に
拝
観
す
る
機
会
を
得
、
改
め
て
か
か
る
問
題
を

具
体
的
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
小
稿
で
は
、
こ
の
清
雲
寺
毘
沙
門
天

三
尊
像
の
総
合
的
理
解
の
た
め
に
、

主
に
そ
の
作
風
に
関
す
る
若
干
の
検
討
を
試
み
、
そ
こ

か
ら
派
生
す
る
新
た
な
問
題
を
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、

清
雲
寺
毘
沙
門
天
三
尊
像
の
概
要
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
像
高
は
中
尊
毘
沙
門

天
が

一
0
0
・
九

cm
、
吉
祥
天
が
五
七
・九

cm
、
善
脈
師
童
子
が
四
六
・七

cm
と
概
し
て
小
振

り
で
あ
る
。
形
状
に
つ
い
て
、
中
尊
毘
沙
門
天
は
（
図
2
S
5
)
髯
を
結
い
、
上
下
に
各
々

一
段
突
出
部
を
造
る
元
結
紐
を
表
し
、

髯
正
面
に
三
弁
宝
珠
型
飾
り
を
取
り
付
け
る
。
天
冠

台
（
紐
二
条
の
上
に
列
弁
文
、
銅
製
鍍
金
菊
花
型
の
飾
り
打
ち
付
け
）
を
戴
き
、
銅
製
鍍
金

の
宝
冠
を
被
る
。
地
髪
は
、
髯
付
根
か
ら
天
冠
台
内
側
に
か
け
て
は
毛
筋
彫
り
、
天
冠
台
外

側
か
ら
髪
際
に
か
け
て
は
髪
束
を
マ
バ
ラ
彫
り
で
表
し
、
そ
の
上
に
毛
筋
を
刻
む
。
髪
髪
を

左
右
各
々
外
側
に
翻
ら
す
。
眉
根
を
寄
せ
て
隕
目
し
、
鼻
根
を
表
す
。
小
鼻
を
怒
ら
せ
口
を

引
き
結
ぶ
。
耳
染
は
不
貫
、

三
道
を
彫
出
す
る
。

大
袖
、
鰭
袖
、
裾
、
袴
を
着
け
、
こ
れ
ら
の
上
に
下
甲
、
肩
喰
付
き
肩
甲
、
襟
甲
、
胸
甲
、

腰
甲
、
帯
喰
付
き
前
楯
、
下
前
楯
を
そ
れ
ぞ
れ
装
着。

甲
締
め
、
腹
帯
、
腰
帯
で
締
め
る
。

天
衣
は
丹
田
を
わ
た
っ
て
腰
帯
に
絡
み
、
両
腰
脇
か
ら
左
右
に
垂
下
し
て
端
は
腟
辺
に
至
る
。

籠
手
、
腔
当
を
当
て
沓
を
履
く
。
大
袖
は
袂
を
そ
れ
ぞ
れ
絞
り
、
右
大
袖
は
右
方
に
、
左
大

袖
は
後
方
に
翻
ら
す
。
裾
裾
は
風
を
学
ん
で
大
き
く
膨
ら
む
。
正
面
を
向
き
、
右
手
五
指
を

開
い
て
腰
に
当
て
、
左
手
は
屈
腎
し
て
振
り
上
げ
三
叉
戟
を
執
る
。
腰
を
右
に
捻
り
つ
つ
左

脚
を
や
や
外
に
踏
み
出
し
て
遊
ば
せ
右
脚
を
軸
足
に
し
て
立
つ
。
左
右
の
沓
下
に
各
々
邪
鬼

を
踏
ま
え
る
。

邪
鬼
二
頭
は
そ
れ
ぞ
れ
正
面
を
向
き
、
目
を
剥
い
て
路
る
。
共
に
裸
形
、
揮
を
締
め
る
。

左
方
（
向
か
っ
て
右
）
は
閉
口
し
牙
を
下
出
さ
せ
、
左
手
を
前
方
の
地
に
付
け
突
っ
張
り
、

右
手
は
屈
臀
し
て
奥
に
引
き
、
右
脚
は
伸
ば
し
て
そ
の
膝
頭
に
顎
を
乗
せ
る
。
右
方
（
向
か
っ

て
左
）
は
開
口
し
て
上
歯
を
見
せ
、
両
手
を
右
斜
め
前
方
に
伸
ば
し
て
地
に
突
っ
張
り
、
左

脚
を
前
に
伸
ば
し
て
右
脚
を
折
り
曲
げ
る
。
両
者
共
に
手
の
指
は
三
本
、
足
の
指
は
二
本
と

木
造
毘
沙
門
天
三
尊
像

ー
作
風
に
関
す
る
序
論
的
考
察

洞

口

寛

八
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九
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図 1 清雲寺毘沙門天三尊
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図3 清雲寺毘沙門天上半身

図5 清雲寺毘沙門天背面

図2 清雲寺毘沙門天正面

図4 清雲寺毘沙門天右側面
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図7 清雲寺吉祥天 上半身 図6 清雲寺吉祥天正面

図9 清雲寺吉祥天背面 図8 清雲寺吉祥天右側面

(172) 東北芸術工科大学紀要 No.12 2005 



図11 清雲寺善脈師童子 上半身 図10 清雲寺善脈師童子正面

図13 清雲寺善脈師童子背面 図12 清雲寺善脈師童子右側面
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吉
祥
天
は
（
図
6
¥
9
)
中
尊
毘
沙
門
天
の
左
方
（
向
か
っ
て
右
）
に
立
つ
。
両
顧
頷
付

近
か
ら
髪
を
た
く
し
上
げ
銀
杏
型
に
髯
を
結
い
、
元
結
紐
の
上
に
半
円
の
菊
花
型
を
表
し
、

さ
ら
に
そ
の
上
に
柏
葉
型
の
飾
り
を
あ
し
ら
い
、
そ
れ
が
僭
正
面
中
央
部
に
被
さ
る
。
地
髪

は
平
彫
り
と
す
る
が
髪
の
流
れ
に
沿
っ
て
僅
か
に
ノ
ミ
痕
が
残
る
。
耳
染
は
不
貫
、

三
道
を

彫
出
す
る
。

両
肩
か
ら
襟
元
に
か
け
て
雲
型
の
背
子
を
施
す
搭
福
衣
を
左
托
に
着
し
、
蔽
膝
、
裾
を
丸

＜
翻
ら
す
裾
を
着
け
て
腰
帯
を
締
め
、
端
を
膝
下
ま
で
長
く
垂
ら
す
。
沓
を
履
く
。
両
肘
に

上
膊
に
向
か
っ
て
丸
く
巻
き
込
む
鰭
袖
を
表
し
、
大
き
く
開
い
た
長
袂
衣
の
袖
口
か
ら
内
衣

の
袖
を
覗
か
せ
る
。
両
胸
か
ら
銅
製
の
曖
洛
を
垂
ら
し
、
両
膝
外
側
を
わ
た
っ
て
背
面
の
背

子
中
央
で
留
め
る
。
顔
は
や
や
右
方
を
向
き
、
右
手
僅
か
に
屈
臀
し
て
与
願
印
を
な
し
、
左

手
屈
臀
し
て
左
方
に
挙
げ
、
掌
を
仰
が
せ
て
第
三
、
四
指
を
軽
く
曲
げ
つ
つ
宝
珠
を
執
る
。

腰
を
右
に
捻
り
、
左
膝
を
寛
げ
左
脚
を
や
や
前
に
踏
み
出
し
て
荷
葉
座
上
に
立
つ
。

同
じ
く
中
啓
毘
沙
門
天
の
右
方
（
向
か
っ
て
左
）
に
侍
立
す
る
善
脈
師
童
子
は
（
図

10¥

13)
困
を
結
い
、
左
右
側
頭
に
銅
製
鍍
金
菊
花
型
の
髪
飾
り
を
取
り
付
け
る
。
顎
付
根
に
小

さ
く
耳
染
を
表
す
。
三
道
は
彫
出
し
な
い
。
盤
領
の
抱
、
半
腎
を
着
け
、
腰
に
石
帯
を
締
め

て
沓
を
履
く
。
顔
は
左
斜
め
上
方
へ
や
や
仰
ぎ
、
右
手
屈
腎
し
て
胸
前
に
て
掌
を
仰
が
せ
、

第
三
、
四
指
を
軽
く
曲
げ
て
経
筈
を
載
せ
、
左
手
屈
腎
し
て
左
肩
前
に
挙
げ
、
手
先
は
掌
を

内
に
向
け
第
三
、
四
指
を
僅
か
に
曲
げ
他
指
を
伸
ば
し
て
立
て
る
。
現
状
、
不
規
則
な
方
形

状
の
台
座
に
体
部
を
正
面
に
向
け
て
立
つ
。

次
に
、
品
質
と
構
造
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。

三
躯
と
も
邪
鬼
を
含
ん
で
材
は
檜
と
見
ら
れ
る
。
中
芍
毘
沙
門
天
の
宝
冠
、
吉
祥
天
の
嬰

洛
等
は
銅
製
で
あ
る
。
各
々
彩
色
、
戟
金
が
施
さ
れ
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。

中
尊
毘
沙
門
天
は
、
頭
体
幹
部
は
竪

一
材
で
造
り
、
後
頭
部

・
背
面

・
裾
裾
に
各

一
材
を

矧
ぐ
。
両
腕
は
肩
・肘
・
手
首
で
矧
ぎ
、
両
膝
よ
り
下
は
別
材
で
造
り
体
部
に
挿
し
込
む
。
髯
・

帯
喰

・
両
大
袖

・
天
衣
遊
離
部
・
沓
先
等
別
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。

中
尊
の
踏
ま
え
る
邪
鬼
は
、
左
右
各
々
主
要
部
を
横
木

一
材
で
造
り
、
面
部
を
矧
ぎ
付
け

る
。
左
方
（
向
か
っ
て
右
）
は
左
肩
先
・左
腔
半
ば
よ
り
先
・
右
脚
を
矧
ぎ
付
け
、
右
方
（
向

か
っ
て
左
）
は
両
肩
先
・
右
脚

・
左
腰
か
ら
脚
に
か
け
て
矧
ぎ
付
け
る
。

す
る
。

吉
祥
天
は
、
頭
体
幹
部
に
竪
一
材
を
用
い
、
耳
前
を
通
る
線
で
前
後
に
割
り
矧
ぐ
。
頸
部

は
襟
に
沿
っ
て
割
首
と
す
る
。
背
面
の
裾
裾

・
両
肩

・
両
手
首
で
矧
ぎ
、
髯

・
腰
帯
・
両
沓

先
は
別
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。

善
賦
師
童
子
は
、
頭
体
幹
部
を
竪
一
材
で
造
り
、
耳
前
の
線
で
前
後
に
割
り
矧
ぎ
、
襟
際

に
て
割
首
と
し
、
面
部
を
割
り
矧
ぐ
。
両
肩
・
両
手
首

・
両
沓
先
を
矧
ぎ
寄
せ
る
。

こ
れ
ら
の
表
面
に
は
当
初
の
彩
色

・
戟
金
が
よ
く
残
っ
て
お
り
、
鮮
や
か
な
地
色
に
雷
文

繋
ぎ
や
七
宝
繋
ぎ
な
ど
の
地
文
を
施
し
、
そ
の
上
に
精
緻
な
団
花
文
を
散
ら
す
と
い
う
よ
う

に
、
変
化
に
富
ん
だ
、
極
め
て
入
念
な
技
巧
が
見
ら
れ
る
。

保
存
状
態
で
あ
る
が
、

三
躯
と
も
ほ
ぼ
良
好
な
状
態
を
保
っ
て
い
る
が
修
理
も
少
な
か
ら

ず
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
以
下
に
略
述
す
る
。

吉
祥
天
…
欠
失
部

胸
甲
左
右
の
貼
り
付
け
材
、
胸
甲
竪
締
紐
上
の
鎖
の

一
部、

胸
甲
横
締
石
帯
の
石
片
の

一
部
、
邪
鬼
の
玉
眼
、
邪
鬼
手
指
．

足
指
の

一
部
。

鰭
袖

・
大
袖
先
の

一
部
、
右
手
首
、
天
衣
垂
下
部
、
各
所
飾

り
金
具
の

一
部
、
台
座
。

冠
、
鼻
先
端
、
権
福
衣
袖
の
摺
の

一
部
（
右
後
方
）
、
裾
裾

の
摺
の

一
部
（
正
面
）
、
喫
洛
の

一
部
。

両
手
首
、
持
物
、
権
福
衣
袖
の
摺
の

一
部
（
右
後
方
）
、
曖
洛
（
左

側
の
全
て
、
右
側
は
正
面
上
部
）
、
荷
葉
座
よ
り
下
の
台
座
。

善
賦
師
童
子
…
後
補
部
左
右
烈
、
頭
部
の
髪
飾
り
、
両
手
首
、
持
物
、
台
座
の
全
て
。

清
雲
寺
三
慈
像
の
伝
来
に
つ
い
て
、
現
在
の
清
雲
寺
に
信
頼
出
来
る
有
効
な
記
録
は
迫
さ

れ
て
お
ら
ず
、
過
去
帳
等
の
記
述
に
よ
り
永
長
元
年

(
1
0九
六
）
の
創
建
を
伝
え
る
。
ま

た
同
寺
の
所
蔵
す
る
天
和
元
年
（

一
六
八
三
）
の
毘
沙
門
堂
の
再
興
に
つ
い
て
記
し
た
棟
札

に
よ
れ
ば
後
鳥
羽
院
期
の
安
阿
弥
（
快
慶
）
の
作
を
伝
え
る
と
い
う
。

延
宝
三
年

(
-
六
七
五
）
頃
の
『
若
州
管
内
社
寺
由
緒
記
』
に
よ
れ
ば
同
寺
の
創
建
を
大

永
元
年
(
-
五
ニ―

)
と
し
、
毘
沙
門
堂
に
関
し
て
は
「
開
基
知
ら
ず

仏
は
雲
慶
の
御
作

と
申
伝
候
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
や
や
遡
る
寛
文
七
年
（

一
六
六
六
）
の
『
若
州
管
内

寺
社
什
物
記
』
に
は
同
寺
に
関
す
る
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
西
村
（
現
在
の
浦
底

地
区
を
含
む
）
に
運
慶
の
作
と
な
る
不
動
明
王
と
毘
沙
門
天
の
木
像
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ

後
補
部

後
補
部

中
尊
毘
沙
門
天
…
欠
失
部

）
 ゜
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こ
れ
ら
の
伝
承
を
直
ち
に
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
清
雲
寺
の
三
尊
像
は
江
戸
時

代
前
期
以
前
に
は
こ
の
地
に
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
運
疫
ま
た
は
快
慶
の
作
と
し
て
伝

来
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
や
は
り
造
立
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
の
信
憑
性

清
雲
寺
三
尊
像
は
中
尊
で
も
等
身
に
は
及
ば
ず
、
善
肱
師
童
子
に
至
っ
て
は
五

Ocm
に
も

満
た
な
い
小
像
で
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
も
写
実
性
を
追
究
し
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
と
モ
デ
リ

ン
グ
、
所
謂
宋
代
美
術
の
強
い
影
孵
下
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
賑
や
か
な
服
制
、
執
拗
に
技
巧

を
凝
ら
し
た
装
飾
味
盟
か
な
細
部
処
理
な
ど
か
ら
、
鎌
倉
時
代
前
期
、
十
三
世
紀
半
ば
頃
の

正
統
的
仏
師
の
手
に
よ
る
佳
品
と
し
て
早
く
か
ら
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
倉
田
文
作
氏
の
、
清
雲
寺
三
尊
像
に
関
す
る
解
説
に
よ
れ
ば
、
善
脈
師
童
子
と

吉
祥
天
は
、

一
は
簡
約
、
他
は
装
飾
的
と
趣
を
異
に
し
な
が
ら
、
モ
デ
リ
ン
グ
の
捉
え
方
は

ほ
ぼ
似
て
、
同
じ
巧
技
の
作
者
の
手
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
二
者
と
中
蒻
を
比

べ
る
と
か
な
り
の
造
形
意
識
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
。
従
来
、
清
雲
寺
三
慈
像
は

造
像
以
来
中
尊
、
脇
侍
と
も
一
具
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
消
雲
寺
三
尊
像
の
作
風
、

表
現
に
潜
在
す
る
問
題
を
考
え
る
上
で
、
注
意
を
喚
起
す
る
重
要
な
指
摘
と
思
わ
れ
、
こ
の

点
が
妥
当
で
あ
る
か
否
か
、
ま
ず
確
認
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

三
尊
は
そ
れ
ぞ
れ
、
中
尊
毘
沙
門
天
は
甲
冑
に
身
を
固
め
た
神
将
形
、
吉
祥
天
は
唐
風
の

華
や
か
な
服
制
と
煙
び
や
か
な
甥
洛
が
目
を
惹
＜
貴
女
形
、
善
賦
師
童
子
は
簡
素
な
抱
を
着

け
た
俗
体
の
童
子
形
と
い
う
よ
う
に
、
像
主
の
属
性
や
年
齢
差
な
ど
に
よ
っ
て
受
け
る
印
象

の
違
い
が
著
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
像
そ
の
も
の
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
俯
諏
し
た
時
、

両
脇
侍
と
中
諄
の
間
に
は
明
ら
か
な
違
い
が
表
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
（図
2
S
1
3
)

ま
ず
、
中
蒋
の
場
合
、
細
さ
の
際
立
つ
腕
や
脚
、
強
く
引
き
締
め
ら
れ
括
れ
た
腰
部
な
ど
、

極
め
て
ス
マ
ー
ト
な
体
躯
に
造
ら
れ
る
。
胸
部
か
ら
腹
部
に
か
け
て
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
抑
え

ら
れ
、
像
全
体
に
颯
爽
と
し
た
雰
囲
気
が
漂
う
。
こ
う
し
た
中
羽
の
体
躯
表
現
を
念
頭
に
置

二
、
清
雲
寺
毘
沙
門
天
三
尊
像
の
作
風

に
は
欠
け
る
。

る
。

図15 雪渓寺 毘沙門天三尊 函14 鞍馬寺 毘沙門天三尊
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し
か
し
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
中
尊
は
着
甲
の
神
将
形
像
で
あ
り
、
堅
牢
な
甲
冑
が
そ

の
身
を
被
い
、
甲
締
め
や
腹
帯
、
腰
帯
な
ど
で
身
体
の
各
所
を
引
き
締
め
て
お
り
、
そ
れ
に

比
し
て
両
脇
侍
の
装
い
は
全
く
趣
向
が
異
な
る
。
つ
ま
り
、
吉
祥
天
の
唐
風
の
衣
装
に
し
ろ

善
脈
師
童
子
の
抱
に
し
ろ
着
こ
な
し
は
非
常
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
両
脇
侍
の

体
躯
に
ふ
く
よ
か
な
感
覚
を
覚
え
る
の
は
、
中
尊
ほ
ど
緊
張
感
に
支
配
さ
れ
な
い
、
余
裕
の

あ
る
服
制
に
起
因
す
る
可
能
性
を
無
視
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

現
存
す
る
他
の
毘
沙
門
天
三
尊
像
の
場
合
は
果
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
種
に
属

す
る
代
表
的
遺
例
の
中
か
ら
、
吉
祥
天
の
像
内
納
入
品
に
よ
り
大
治
二
年

(
-
―
二
七
）
の

造
立
が
推
定
さ
れ
る
京
都

・
鞍
馬
寺
の
毘
沙
門
天
三
尊
像
（
図
14)
、
毘
沙
門
天
の
左
足
柄

銘
に
よ
り
建
暦
三
年

(
―
ニ
―
三
）
以
降
、
湛
慶
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
、

ま
た
『
土
佐
国
編
年
記
事
略
』
に
よ
っ
て
嘉
禄
元
年
(
―
ニ
ニ
五
）
頃
に
造
像
を
想
定
出
来

8
 

る
高
知

・
雪
渓
寺
の
毘
沙
門
天
三
尊
像
（
図
15)
を
例
に
挙
げ
て
確
か
め
て
み
る
。

鞍
馬
寺
三
尊
像
は
、
特
に
中
尊
の
太
造
り
で
、
は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
の
豊
満
さ
が
、
例
え

ば
康
治
元
年
（

―
-
四
―
-
）
の
造
立
と
さ
れ
る
滋
賀

・
金
艘
寺
持
国
天
像
、
増
長
天
像
や
仁

平
四
年
（

―
-
五
四
）
作
の
京
都

・
峰
定
寺
毘
沙
門
天
像
な
ど
、
十
二
世
紀
前
半
か
ら
半
ば

頃
の
作
例
に
軌
を

一
に
す
る
量
感
表
現
と
見
倣
さ
れ
る
が
、
両
脇
侍
に
も
こ
う
し
た
雰
囲
気

が
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
や
は
り
服
制
に
よ
っ
て
緊
張
と
余
裕
と
い
う

性
質
の
違
い
は
表
れ
る
が
、
胸
部
と
、
腰
か
ら
大
腿
部
に
か
け
て
幅
の
広
い
正
面
観
、
厚
み

の
あ
る
側
面
観
が
似
通
い
、

三
尊
そ
れ
ぞ
れ
の
体
躯
に
統

一
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

湛
慶
作
の
雪
渓
寺
三
尊
像
を
見
て
み
よ
う
。
中
尊
の
形
姿
や
表
現
上
の
特
色
は
文
治
二
年

(
-―

八
六
）
師
で
あ
り
父
で
あ
る
運
慶
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
静
岡

・
願
成
就
院
の
毘
沙
門

天
像
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
裾
裾
を
願
成
就
院
像
と
は
逆
の
方
向
に
靡
か

せ
運
動
感
を

一
方
へ
片
寄
ら
せ
ず
、
加
え
て
体
勢
や
彫
り
口
は
適
度
に
抑
え
ら
れ
て
落
ち
着

い
た
安
定
感
の
獲
得
に
成
功
す
る
な
ど
、
随
所
に
湛
慶
独
自
の
エ
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

え
て
い
る
。

き
な
が
ら
、
吉
祥
天

・
善
脈
師
童
子
の
両
脇
侍
に
目
を
転
じ
る
と
、
中
尊
の
そ
れ
よ
り
も
豊

か
な
量
感
を
感
じ
さ
せ
る
。
両
者
と
も
上
半
身
は
量
塊
感
に
溢
れ
堂
々
と
し
た
様
子
で
、
こ

と
に
腹
回
り
か
ら
腰
に
か
け
て
は
念
入
り
に
肉
付
け
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
上
半
身
を
し
つ
か

り
と
支
え
て
、
す
ら
り
と
伸
び
や
か
な
体
勢
な
が
ら
も
像
に
ど
っ
し
り
と
し
た
安
定
感
を
与

両
脇
侍
の
体
躯
も
中
尊
同
様
穏
健
な
感
覚
の
造
作
で
あ
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
極
め
て
控
え

め
で
あ
る
。
一

見、

三
尊
は
そ
れ
ぞ
れ
武
人
の
退
し
さ
、
貴
女
の
優
雅
さ
、
童
子
の
愛
ら
し

さ
と
い
う
性
質
の
違
い
を
造
り
分
け
て
い
る
が
、
す
っ
き
り
と
し
た
量
感
表
現
や
誇
張
を
抑

え
た
造
形
感
覚
と
と
も
に
頭
部
を
や
や
小
さ
め
に
し
て
下
半
身
を
長
大
に
と
る
バ
ラ
ン
ス
配

分
な
ど
も
三
尊
に
相
通
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
二
例
の
毘
沙
門
天
三
尊
像
が
示
す
よ
う
に
、

三
尊
そ
れ
ぞ
れ
属
性
や
年
齢
差
、
服
制

な
ど
に
像
主
に
よ
る
違
い
が
あ
り
、
そ
の
違
い
を
意
識
し
て
造
り
分
け
た
と
し
て
も
、
像
の

基
本
的
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
制
作
の
上
で
常
に
念
頭
に
眉
か
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
点

に
お
い
て
は
中
尊
と
脇
侍
の
間
に
著
し
い
差
異
が
生
じ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
や
は
り

清
雲
寺
三
尊
像
の
中
尊
と
両
脇
侍
の
体
躯
に
感
じ
ら
れ
る
径
庭
的
差
異
の
背
景
に
は
像
主
の

性
質
や
服
制
の
様
子
と
い
っ
た
因
子
を
考
え
る
よ
り
も
、
中
尊
と
両
脇
侍
の
造
形
意
識
そ
の

も
の
の
異
な
り
を
見
て
と
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

両
者
の
造
形
面
に
お
け
る
趣
向
の
違
い
は
像
の
各
部
位
の
表
現
か
ら
も
窺
え
る
。
中
尊
の

面
部
に
お
い
て
、
眉
根
を
寄
せ
て
目
を
隕
ら
せ
、
両
鼻
翼
を
膨
ら
ま
せ
て
口
を
引
き
結
ぶ
と

い
う
念
怒
の
表
情
は
鼻
先
の

一
点
に
力
が
集
中
し
、
顔
全
体
の
筋
肉
が
そ
こ
へ
向
か
っ
て
引

き
締
ま
り
、
い
か
に
も
武
将
神
ら
し
い
精
悼
な
様
相
を
呈
す
る
（
図
3
)
。
対
照
的
に
、
吉

祥
天
は
細
く
見
開
か
れ
た
眼
、
軽
く
結
ば
れ
た
口
元
に
優
し
さ
が
漂
う
、
女
天
ら
し
い
柔

和
な
表
情
を
浮
か
べ
（
図
7
)
、
ふ
く
よ
か
な
相
好
に
つ
ぶ
ら
な
両
眼
を
わ
ず
か
に
上
方
に

向
け
る
善
賦
師
童
子
は
限
り
な
く
あ
ど
け
な
い
（
図
11)
。
こ
う
し
た
表
情
の
造
り
分
け
は

当
然
な
が
ら
像
主
の
性
質
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
モ
デ
リ
ン
グ
に
着
目
す
る

と
、
吉
祥
天

・
善
脈
師
童
子
の
両
脇
侍
は
頬
骨
、
顎
の
付
根
、
下
顎
、
顎
と
い
っ
た
骨
格

の
配
置
を
的
確
に
把
握
し
た
、
柔
軟
か
つ
張
り
の
あ
る
極
め
て
自
然
な
肉
取
り
を
行
い
、
こ

と
に
唇
か
ら
顎
に
か
け
て
の
技
巧
は
両
者
に
相
通
じ
る
。
し
か
し

一
方
で
中
尊
は
、
正
元
＼

文
永
年
間
（

―二
五
九
＼

――

一
七
五
）
に
か
か
る
康
円
の

一
連
の
作
品
、
例
え
ば
正
元
元
年

（
―
二
五
九
）
の
奈
良

・
白
睾
寺
太
山
王
像
や
文
永

―
二
年

(
―二
七
五
）
の
京
都

・
神
護

寺
愛
染
明
王
像
（
図
16)
な
ど
に
も
連
な
る
で
あ
ろ
う
誇
張
的
表
現
を
見
せ
、
筋
肉
の
細
か

な
動
き
に
気
を
遣
う
あ
ま
り
、
モ
デ
リ
ン
グ
に
両
脇
侍
ほ
ど
の
活
き
活
き
と
し
た
張
り
が
な

く
、
面
部
正
面
か
ら
耳
付
根
へ
と
回
り
込
む
頬
の
面
構
成
も
、
両
脇
侍
の
そ
れ
に
比
べ
れ
ば

や
は
り
平
板
さ
は
否
め
な
い
。
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裾
裾
を
丸
め
込
ま
せ
る

よ
う
に
し
て
翻
ら
す
さ
ま
に
も
見
ら
れ
る
が
、
衣
文
の
彫
技
に
お
い
て
、
中
尊
の
大
袖
、
あ

る
い
は
丹
田
か
ら
大
腿
部
上
半
に
か
か
る
天
衣
と
吉
祥
天
の
長
袂
衣
を
比
べ
る
と
、
前
者
が

衣
文
を
ざ
っ
く
り
と
深
く
彫
り
込
み
、
恰
も
衣
か
ら
つ
ま
み
出
す
か
の
よ
う
に
鏑
を
鋭
く
尖

ら
せ
る
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
の
場
合
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
彫
り
込
み
は
浅
く
鏑

も
丸
く
鈍
ら
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
善
賦
師
童
子
が
着
用
す
る
抱
の
袖
な
ど
に
も
ほ
ぼ
同
様
の

こ
と
が
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
吉
祥
天
の
内
衣
や
長
袂
衣
の
袖
口
は
滑
ら
か
に
成
形
さ
れ
、
そ
れ
が
衣
の
質
感

の
柔
軟
性
を
主
張
し
て
い
る
。
転
じ
て
中
蒋
の
裾
を
見
る
と
、
そ
の
縁
は
極
め
て
薄
く
、
大

胆
に
波
打
た
せ
て
軽
快
さ
を
強
調
す
る
が
、
表
面
の
造
形
は
そ
れ
に
そ
ぐ
わ
ぬ
ほ
ど
の
生
硬

さ
を
見
せ
る
。
善
肱
師
菫
子
に
も
質
感
そ
の
も
の
に
は
や
や
硬
さ
が
見
え
る
が
、
脚
部
正
面

の
、
両
脚
の
形
状
に
沿
っ
て
衣
が
波
を
打
ち
、
そ
の
表
面
に
や
や
浅
い
衣
製
を
内
側
に
向
か
っ

て
わ
ず
か
に
カ
ー
ブ
さ
せ
な
が
ら
足
元
へ
走
ら
せ
る
と
い
っ
た
処
理
の
仕
方
か
ら
は
衣
の
持

つ
性
質
や
特
徴
を
正
確
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
緻
密
な
計
算
が
読
み
取
れ
、
そ
の
面
構
成
も

衣
の
下
の
脚
部
の
骨
格
構
造
を
充
分
に
意
識
し
た
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
清
雲
寺
三
尊
像
の
中
諄
と
両
脇
侍
の
間
に
は
、
造
形
面
に
根

本
的
な
相
違
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
エ
房
制
作
に
よ
り
複
数
の
仏
師
が
携
わ
っ
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、

一
人
の
大
仏
師
の
指
導
下
に
行
わ
れ
る
工
房
制
作
に
お
い
て

は、

一
般
に
は
そ
の
大
仏
師
の
影
孵
が
造
形
の
隅
々
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
思
う
と
、
中
尊
の

図16

は
吉
祥
天
の
、
鰭
袖
や

裾
裾
は
下
方
か
ら
吹
き

上
が
る
風
を
学
ん
で
大

き
く
膨
ら
む
。
こ
う
し

た
や
や
誇
張
的
な
表
現

清
雲
寺
三
蒋
像
は
慶
派
正
系
の
仏
師
に
よ
り
、
十
三
世
紀
半
ば
頃
に
造
立
さ
れ
た
こ
と
が

既
に
想
定
さ
れ
て
お
り
、
予
て
よ
り
大
方
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
既

に
述
べ
た
よ
う
に
中
尊
と
両
脇
侍
の
造
形
表
現
に
、
具
体
的
に
志
向
性
の
違
い
が
指
摘
さ
れ

る
現
段
階
に
お
い
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
詳
細
に
再
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

清
雲
寺
三
尊
像
は
、
迫
真
に
満
ち
頗
る
生
彩
に
富
む
表
情
と
、
筋
骨
の
写
実
的
把
握
に
よ

る
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
体
勢
な
ど
に
卓
抜
し
た
造
形
力
が
見
出
さ
れ
、
制
作
者
の
系
統
と
し
て

中
央
の
正
統
仏
師
、
就
中
慶
派
周
辺
の
仏
師
を
当
て
は
め
る
こ
と
に
何
ら
躊
躇
は
な
い
。
し

か
し
中
尊
と
、
吉
祥
天

・
善
賦
師
童
子
の
両
脇
侍
に
見
え
る
技
量
差
は
清
雲
寺
三
尊
像
の
制

作
背
景
に
特
殊
な
事
情
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
清
雲
寺
三
諄
像
の
造
形
上
の
特
徴
が
、
慶
派
の
造
形
の
系
譜
に
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
ら
れ
る
の
か
、
検
討
を
試
み
た
い
。

制
作
者
に
よ
る
彫
り
癖
や
処
理
技
巧
な
ど
、
そ
の
特
徴
が
比
較
的
現
れ
や
す
い
部
位
と
し

て
面
部
や
着
衣
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
が
、
こ
こ
で
さ
ら
に
加
え
て
注
目
し
た
い
の
は
耳
の

形
状
で
あ
る
。
耳
と
い
う
小
さ
な
部
位
の
中
に
は
か
な
り
複
雑
な
凹
凸
と
曲
線
が
集
約
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
同

一
仏
師
の
作
例
間
で
は
特
定
の
癖
が
よ
く
見
ら
れ
、

言
う
な
れ
ば
仏
師

の
個
性
的
特
徴
の
縮
図
で
あ
り
、
既
に
い
く
つ
か
の
研
究
に
お
い
て
制
作
者
の
比
定
に
援
用

さ
れ
て
い
る
。

た
だ
耳
の
よ
う
な
像
本
体
か
ら
突
出
し
て
し
か
も
小
さ
く
厚
さ
も
薄
い
部
位
は
多
分
に
損

傷
を
受
け
や
す
く
、
後
補
部
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
々
あ
り
注
意
を
要
す
る
が
、
清
雲
寺

三
尊
像
の
そ
れ
は
造
像
当
初
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
既
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

内
善
脈
師
童
子
の
耳
は
髪
に
被
わ
れ
、
辛
う
じ
て
耳
染
の
み
覗
か
せ
る
が
全
体
と
し
て
は
形

神護寺

三
、
制
作
者
に
関
す
る
可
能
性

愛染明王 面相部

大
袖
は
風
を
受
け
て
軽

や
か
な
翻
り
を
見
せ
、

（図
2
S
1
3
)
。
中
尊
の

て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か

衣
の
表
現
に
つ
い

体
躯
は
両
脇
侍
の
そ
れ
か
ら
見
て
甚
だ
し
く
痩
身
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
体
躯
の
バ
ラ
ン
ス
も
、

中
尊
は
動
勢
激
し
い
上
半
身
に
比
し
て
下
半
身
を
や
や
矮
小
に
造
る
よ
う
で
あ
る
の
に
対
し

両
脇
侍
に
は
そ
う
い
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
な
い
な
ど
、
極
端
な
ま
で
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の

差
異
に
は
単
に
仏
師
の
技
量
差
の
み
な
ら
ず
、
造
立
時
期
の
隔
た
り
ま
で
も
感
じ
さ
せ
る
。

二
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三角窓

舟状窓

耳輪

対耳輪

対珠

耳各部の名称［『美術解剖図ノート』、視党デザ

イン研究所 (1990)]より。名称の指示は筆者。

を
な
さ
ず
、
こ
こ
で
の
検
討
で
は
除
外
さ
れ
る
。

ま
ず
、
中
慈
毘
沙
門
天
と
吉
祥
天
の
、
両
者
の
耳
の
形
状
を
比
較
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
図

17
、
18)
。
中
尊
の
そ
れ
は
肥
痩
の
抑
揚
を
適
度
に
つ
け
る
耳
輪
や
袂
る
よ
う
に
深
く
刻
ま

れ
る
舟
状
裔
な
ど
、
実
際
の
人
間
の
耳
の
様
子
に
似
通
う
要
素
を
備
え
て
い
る
。
細
部
に
目

を
凝
ら
す
と
、
対
耳
輪
に
向
か
っ
て
巻
き
込
ん
で
い
く
耳
輪
の
先
端
が
最
後
ま
で
明
瞭
で
巻

き
込
み
も
強
い
の
に
対
し
、
上
下
に
分
岐
す
る
対
耳
輪
の
先
端
、
つ
ま
り
上
脚
と
下
脚
の
巻

き
込
み
は
比
較
的
緩
く
、
耳
輪
の
上
部
へ
と
直
線
的
に
伸
び
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
対

耳
輪
が
対
珠
の
上
部
付
近
か
ら
急
激
に
深
い
カ
ー
ブ
を
描
き
、
そ
の
先
が
そ
の
ま
ま
真
っ
直

ぐ
に
伸
び
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
上
脚
と
下
脚
の
分
岐
が
曖
味
で
、
対
珠
も
わ
ず

か
に
隆
起
さ
せ
る
に
止
ま
る
の
も
、
こ
の
対
耳
輪
の
特
筆
す
べ
き
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
対

耳
輪
と
耳
珠
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
耳
孔
の
周
り
の
窪
み
は
幅
広
く
深
く
処
理
さ
れ
る
。

一
方
、
吉
祥
天
の
耳
は
そ
れ
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
。
耳
介
の
大
き
さ
が
中
聰
と
比
べ

小
振
り
で
耳
染
も
長
く
垂
れ
下
が
る
の
は

像
主
に
よ
る
造
り
分
け
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
耳
輪
は
均

一
な
太
さ
で
が
っ
し
り
と

造
ら
れ
、
逆
に
対
耳
輪
は
細
く
弧
も
小
さ

く
ま
と
め
ら
れ
る
。
舟
状
窟
や
耳
孔
の
周

り
の
窪
み
も
浅
く
、
感
覚
と
し
て
は
や
や

硬
い
傾
向
に
あ
る
が
形
の
上
で
は
き
れ
い

に
ま
と
ま
り
、
中
諄
に
比
べ
て
全
体
的
に

形
式
的
賂
斉
へ
の
志
向
が
強
く
感
じ
ら
れ

る
。
ま
た
耳
孔
の
周
り
の
窪
み
の
下
端
、

耳
珠
と
対
珠
が
向
か
い
合
う
部
分
の
窪
み
の
形
が
縦
に
細
長
い
の
も
際
立
っ
た
特
徴
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

耳
と
い
う
部
位
に
制
作
者
の
個
性
が
反
映
さ
れ
や
す
い
と
す
れ
ば
、
耳
の
特
徴
に
明
ら
か

な
隔
た
り
が
見
ら
れ
る
中
慈
毘
沙
門
天
と
吉
祥
天
は
、
単
な
る
技
凪
差
の
み
に
止
ま
ら
ず
両

者
そ
れ
ぞ
れ
全
く
別
の
仏
師
（
エ
房
）
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
い
よ
い
よ
談
厚
と

な
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
両
者
の
耳
の
特
徴
は
、
各
々
い
か
な
る
仏
師
の
個
性
に
近

づ
く
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
連
の
炭
派
仏
師
の
内
、
清
雲
寺
三
啓
像
が
制
作
さ
れ
た
時
期
と
し
て
従
来
考
え
ら
れ
て

き
た
十
三
世
紀
半
ば
頃
に
活
躍
時
期
が
前
後
す
る
作
家
と
し
て
湛
慶

．
康
弁
．
康
勝

・
肥
後

定
疫

・
行
快

・
栄
快
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。

運
疫
の
長
男
で
あ
る
湛
慶
は
、
建
久
年
中
に
東
寺
講
堂
諸
仏
の
修
理
に
参
加
し
て
以
来
、

建
長
八
年
(
―二
五
六
）
の
東
大
寺
講
堂
本
諄
の
造
立
途
中
で
亡
く
な
る
ま
で
活
躍
期
は
ほ

ぼ
六
十
年
に
わ
た
る
。
彼
の
作
風
に
は
、
例
え
ば
雷
渓
寺
の
毘
沙
門
天
三
聘
像
に
窺
わ
れ
る

よ
う
に
、
運
炭
の
力
動
感
あ
ふ
れ
る
様
式
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
体
躯
を
ス
マ
ー
ト
に
し

て
全
体
に
落
ち
泊
き
を
与
え
る
穏
和
な
写
実
性
が
感
じ
ら
れ
、
京
都
・
高
山
寺
の
白
光
神

・

善
妙
神
立
像
に
よ
り
気
品
あ
ふ
れ
る
形
で
表
れ
て
お
り
、

雪
渓
寺
毘
沙
門
天
三
菩
像
の
内
の

善
脈
師
童
子
像
や
高
山
寺
の
仔
犬

・
神
鹿
な
ど
の
愛
ら
し
い
表
現
は
こ
の
延
長
線
上
に
あ
る

と
言
え
る
。
後
に
、
建
長
六
年
(
―二
五
四
）
に
完
成
を
み
た
彼
の
最
晩
年
の
作
で
あ
る
京

都

・
蓮
華
王
院
本
慈
千
手
観
音
坐
像
の
幾
分
平
板
な
面
相
に
は
、
鎌
倉
後
半
の
平
俗
な
、
神

経
質
な
も
の
へ
仏

・
菩
薩
像
の
面
貌
が
変
化
し
て
い
く
分
岐
点
を
、
ま
た
整
っ
た
そ
の
全
体

観
に
は
次
代
の
形
式
化
へ
の
予
兆
を
指
摘
す
る
意
見
も
あ
り
、
時
代
は
こ
の
段
階
を
も
っ
て
、

立
体
性
、
意
志
性
へ
の
飽
く
な
き
追
究
を
志
す
運
炭
の
路
線
か
ら
は
明
ら
か
に
別
の
趣
向
を

見
せ
始
め
た
と
言
え
る
。

運
慶
の
三
男
に
あ
た
る
康
弁
は
建
保
三
年

(
―
ニ
―

五
）
に
奈
良

・
興
福
寺
の
龍
燈
鬼
立

像
を
制
作
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
躍
動
的
で
た
く
ま
し
い
筋
肉
表
現
に
い
か
に
も
慶
派
正
系

ら
し
い
手
腕
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
そ
の
中
に
も
程
よ
く
滑
稽
味
が
含
ま
れ
、
迫
力
の
み
主
張

す
る
こ
と
は
な
い
。
同
じ
く
四
男
の
康
勝
は
貞
永
元
年
(
―
二
三
二
）
の
奈
良

・
法
隆
寺
金

堂
阿
弥
陀
三
羽
像
や
天
福
元
年
(
―
二
三
三
）
の
京
都

・
東
寺
弘
法
大
師
坐
像
な
ど
、
白
鳳

仏
の
入
念
な
模
古
作
や
肖
像
彫
刻
の
俊
品
を
追
し
て
い
る
が
、
凪
感
や
力
動
感
が
整
斉
さ
れ

七
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た
上
品
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
顔
立
ち
は
格
調
に
あ
ふ
れ
、
調
和

・
節
度

・
品
格
と
い
っ
た

湛
慶
以
来
の
造
形
概
念
を
目
指
す
傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

肥
後
定
慶
は
貞
応
三
年

(
―
ニ
ニ
四
）
に
京
都

・
大
報
恩
寺
准
脈
観
音
立
像
並
び
に
東
京

芸
術
大
学
毘
沙
門
天
立
像
、

嘉
禄
二
年

(
―
二
三
二
）
に
京
都

・
鞍
馬
寺
の
聖
観
音
立
像
を

造
立
し
、
全
体
に
細
い
体
躯
、
頭
髪
を
装
飾
的
に
扱
っ
た
僭
、
顔
の
上
方
に
目
を
配
置
し
鼻

は
長
く
表
し
、
な
ま
め
か
し
い
現
実
感
を
与
え
る
面
相
、
賑
や
か
な
着
衣
の
処
理
な
ど
、
宋

代
絵
画
の
感
覚
を
取
り
入
れ
た
極
め
て
斬
新
な
表
現
で
知
ら
れ
、
こ
の
時
期
の
慶
派
の
穏
健

な
傾
向
の
中
で
は
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
作
風
は
宋
風
と
共
に

運
慶
様
式
の
正
し
い
継
承
と
い
う
側
面
も
重
視
さ
れ
、
近
年
、
深
山
孝
彰
氏
や
水
野
敬
三
郎

氏
に
よ
り
、
鞍
馬
寺
聖
観
音
像
の
面
長
な
顔
つ
き
や
し
な
や
か
で
女
性
ら
し
い
体
つ
き
な
ど

の
表
現
に
は
、
仏
画
を
主
と
す
る
宋
代
美
術
の
影
孵
の
可
能
性
が
見
出
せ
る
も
の
の
、
従
来

宋
風
と
言
わ
れ
て
き
た
髪
型
や
衣
文
は
形
の
上
で
は
宋
風
と
は
言
え
ず
、
基
本
的
な
形
は
ほ

と
ん
ど
が
運
慶
作
例
に
そ
の
原
型
が
求
め
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
、
作
風
の
上
に
も
、
水
野
氏

が
解
説
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
報
恩
寺
准
脹
観
音
像
の
面
相
が
建
暦
三
年

(
―
ニ
―
三
）
頃
の

奈
良

・
興
福
寺
北
円
堂
弥
勒
仏
坐
像
と
近
い
な
ど
運
慶
の
影
態
の
大
き
さ
を
見
る
向
き
が
強

い
。
塩
澤
寛
樹
氏
は
こ
れ
に
対
し
、
肥
後
定
慶
の
目
指
し
た
方
向
性
は
単
に
運
慶
様
の
継
承

に
留
ま
ら
ず
、
湛
慶
ら
の
穏
健
な
作
風
と
は

一
線
を
画
し
て
運
慶
世
代
が
創
り
上
げ
た
実
在

感
を
さ
ら
に

一
歩
進
め
よ
う
と
し
た
点
に
あ
り
、
そ
の
際
に
、
生
々
し
い
体
形
や
表
情
、
装

飾
的
な
衣
な
ど
、
宋
代
仏
画
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
た
と
の
意
見
を
提
示
さ
れ
、
彼
の
作
風

の
二
面
性
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
興
味
深
い
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

行
快
・
栄
快
は
共
に
快
慶
の
弟
子
で
あ
り
、
作
風
的
に
は
師
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

特
に
行
快
の
場
合
は
力
強
い
面
相
と
豊
か
な
量
感
、
太
い
衣
文
線
に
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
点

は
運
慶
作
品
の
様
式
に
求
め
て
表
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
行
快
に
は
、

安
貞
二
年

(
―
ニ
ニ
七
）
に
は
完
成
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
大
報
恩
寺
本
尊
釈
迦
如
来
坐
像

や
作
風
か
ら
彼
の
造
立
と
な
る
こ
と
が
判
断
さ
れ
る
建
暦
二
年

(
―
ニ
―
二
）
作
の
滋
賀

・

玉
桂
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
、
法
眼
時
代
の
大
阪

・
北
十
萬
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
業
績
と
し
て

あ
り
、
栄
快
の
作
例
と
し
て
は
建
長
六
年
（

―二
五
四
）
の
滋
賀

・
長
命
寺
の
地
蔵
菩
薩
立

像
が
あ
る
。

彼
ら
は
慶
派
仏
師
の
系
譜
か
ら
見
れ
ば
運
慶

・
快
慶
を
継
ぐ
第
二
世
代
に
あ
た
る
が
、
こ

の
世
代
の
作
例
に
表
さ
れ
る
耳
の
形
状
を
観
察
し
て
い
く
と
、
清
雲
寺
三
尊
像
の
中
尊
毘
沙

門
天
の
耳
と
位
相
を
同
じ
く
す
る
特
徴
を
備
え
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
耳
輪
の
成

形
の
仕
方
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も

一
定
の
太
さ
に
せ
ず
、
特
に
前
方
へ
向
か
っ
て
弧
を
描
く

部
分
を
太
く
し
て
、
そ
の
手
前
の
耳
染
付
近
と
弧
を
描
き
き
っ
た
上
部
を
細
く
す
る
と
い
う
、

人
間
の
耳
介
の
そ
れ
に
近
い
形
を
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
耳
輪
が
対
耳
輪
に
向
か
っ
て
強

＜
巻
き
込
ん
で
い
く
様
子
と
そ
の
形
状
も
本
三
慈
像
の
中
尊
と
各
作
例
の
間
に
さ
ほ
ど
の
隔

た
り
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
湛
慶
の
雪
渓
寺
毘
沙
門
天
像
（
図
20)
な
ど
の
耳
輪
の

巻
き
込
み
は
他
に
比
べ
て
や
や
緩
い
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
、
そ
の
先
端
も
対
耳
輪
近
く
に
食

い
込
ま
な
い
。

清
雲
寺
中
尊
（
図
19)
と
慶
派
第
二
世
代
の
作
例
の
間
で
さ
ら
に
際
立
っ
た
共
通
項
と
し

て
注
意
を
要
す
る
の
が
対
耳
輪
の
造
形
処
理
で
あ
る
。
対
耳
輪
先
端
の
巻
き
込
み
が
緩
い
こ

と
、
そ
れ
が
耳
輪
の
上
部
へ
直
線
的
に
伸
び
て
い
る
こ
と
、
上
脚
と
下
脚
の
分
岐
が
明
瞭
で

な
い
こ
と
、
対
珠
の
隆
起
が
あ
ま
り
目
立
た
な
い
こ
と
と
い
っ
た
清
雲
寺
中
尊
の
対
耳
輪
の

特
徴
が
、
康
勝
の
東
寺
弘
法
大
師
像
（
図
21)
、
肥
後
定
慶
の
鞍
馬
寺
聖
観
音
像
（
図
23)

と
近
年
肥
後
定
慶
の
作
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
神
奈
川

・
明
王
院
の
不
動
明
王
像
に
顕

著
に
見
ら
れ
（
図

24)
、
こ
れ
ら
が
清
雲
寺
中
尊
の
耳
に
か
な
り
接
近
し
た
表
現
を
備
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、
対
耳
輪
と
耳
珠
に
囲
ま
れ
る
耳
孔
周
辺
の
窪
み
が
大
き
く

深
く
剖
ら
れ
る
点
も
相
通
じ
る
。

一
方
、
湛
慶
の
雪
渓
寺
毘
沙
門
天
像
（
図
20)
の
対
耳
輪
は
大
き
な
弧
を
描
い
て
先
端
が

前
方
へ
向
か
い
、
行
快
の
大
報
恩
寺
釈
迦
如
来
像
（
図
25)
は
対
耳
輪
の
カ
ー
ブ
は
小
さ
い

も
の
の
直
線
的
な
傾
向
は
示
さ
ず
上
脚
と
下
脚
の
分
岐
も
は
っ
き
り
と
表
し
、
さ
ら
に
上
脚

は
前
方
へ
巻
き
込
ま
ず
む
し
ろ
後
方
へ
反
り
返
っ
て
い
る
。
栄
快
の
長
命
寺
地
蔵
菩
薩
像
（
図

26)
も
対
耳
輪
は
前
方
へ
向
か
っ
て
き
れ
い
に
弧
を
描
き
、
上
脚
と
下
脚
の
分
岐
も
明
瞭
で
、

対
耳
輪
の
造
形
に
お
い
て
こ
れ
ら
三
例
は
清
雲
寺
中
尊
と
明
ら
か
な
趣
向
の
異
な
り
を
見
せ

て
い
る
。

耳
の
彫
法
の
検
討
に
お
い
て
、
清
雲
寺
中
賂
の
制
作
者
的
位
置
が
康
勝
あ
る
い
は
肥
後
定

慶
の
作
例
に
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
浮
上
し
た
が
、
改
め
て
こ
の
三
者
を
比
較
す
る
と
、
舟

状
寓
の
処
理
が
康
勝
の
東
寺
弘
法
大
師
像
の
み
、
清
雲
寺
中
尊
と
肥
後
定
慶
の
も
の
よ
り
窪

み
の
幅
が
広
く
、
扶
り
も
柔
ら
か
い
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
点
が
清
雲
寺
中
尊
と
康
勝
作
例
と

~ 
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の
隔
た
り
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。

一
方
で
清
雲
寺
中
尊
と
肥
後
定
慶
の
作
例
の
耳
を
観
察
す

る
と
、
両
者
共
に
耳
染
付
近
の
耳
輪
の
弧
が
細
く
、
対
耳
輪
の
隆
起
が
大
き
い
。
こ
れ
ら
は

肥
後
定
慶
の
特
徴
的
表
現
と
見
ら
れ
、
そ
こ
に
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
清
雲
寺
中
尊

毘
沙
門
天
の
制
作
者
と
肥
後
定
慶
に
、
さ
ほ
ど
の
距
離
が
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ

る
。一

方
、
吉
祥
天
の
耳
（
図
27)
に
目
を
転
じ
て
、
こ
の
耳
の
形
も
中
慈
毘
沙
門
天
と
同
様

慶
派
第
二
世
代
の
作
例
に
通
じ
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
吉
祥
天
の
耳
の
形
状

で
、
ま
ず
中
尊
と
明
ら
か
に
異
な
っ
た
の
は
耳
輪
が
均

一
な
太
さ
で
が
っ
し
り
と
造
ら
れ
て

い
る
点
、
対
耳
輪
の
描
く
弧
が
非
常
に
小
さ
い
点
、
耳
孔
周
囲
の
窪
み
の
下
端
、
耳
珠
と
対

珠
が
向
か
い
合
う
部
分
の
窪
み
の
形
が
縦
に
細
長
い
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
見
て
き
た

よ
う
に
、
湛
慶
始
め
第
二
世
代
に
属
す
る
作
家
の
作
例
に
表
さ
れ
る
耳
（
図
20S26)
の
最

大
の
特
徴
は
耳
輪
を

一
定
の
太
さ
に
せ
ず
、
部
分
に
よ
っ
て
肥
痩
の
強
弱
を
つ
け
実
際
の
人

間
の
そ
れ
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
清
雲
寺
吉
祥
天
の
耳
の
特
徴
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
対
耳
輪
、
耳
孔
周
囲
の
窪
み
の
形
状
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
よ

う
。
従
っ
て
中
尊
に
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
の
多
か
っ
た
康
勝
や
肥
後
定
慶
ら
の
造
形
上
の
特

質
を
、
こ
の
吉
祥
天
に
ま
で
見
出
す
こ
と
は
困
難
な
の
で
あ
る
。

ま
た
吉
祥
天
の
耳
か
ら
窺
わ
れ
る
、
特
に
耳
輪
の
滑
ら
か
な
成
形
は
、
康
円
や
慶
秀
、
康

俊
と
い
っ
た
慶
派
第
三
世
代
以
降
の
仏
師
に
よ
る
作
例
の
耳
（
図
28)
に
見
え
る
誇
張
の
過

ぎ
た
表
現
や
な
ま
め
か
し
さ
の
漂
う
モ
デ
リ
ン
グ
と
は
系
統
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
世
代
の
作
例
は
比
較
の
対
象
と
し
て
相
応
し
く
な
い
と
言
え
る
。

吉
祥
天
の
耳
を
今

一
度
よ
く
観
察
し
て
み
よ
う
。
こ
の
耳
の
特
徴
は
均

一
な
太
さ
の
耳
輪
、

弧
の
小
さ
な
対
耳
輪
、
耳
孔
付
近
の
縦
に
細
長
い
窪
み
で
あ
っ
て
、
形
式
的
な
ま
で
に
、
き

れ
い
に
形
が
整
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
写
実
よ
り
も
形
式
的
整
斉
へ
の
志

向
の
強
さ
が
表
れ
る
耳
を
、
中
尊
の
位
置
す
る
第
二
世
代
よ
り
前
代
、
つ
ま
り
運
慶
、
快
疫

を
中
心
と
す
る
世
代
の
作
家
に
よ
っ
て
手
掛
け
ら
れ
た
作
例
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

運
慶
作
例
の
耳
は
、
例
え
ば
安
元
二
年
(
-

―
七
六
）
の
奈
良

・
円
成
寺
大
日
如
来
坐
像

（図
29)
や
文
治
二
年

(
-―

八
六
）
願
成
就
院
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
図
30)
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
耳
輪
が
対
耳
輪
に
向
か
っ
て
巻
き
込
ん
で
ゆ
く
、
そ
の
巻
き
込
み
が
ゆ
る
や
か

で
、
上
脚
へ
の
前
方
へ
の
傾
き
が
急
で
あ
り
、
対
耳
輪
の
描
く
弧
が
大
き
く
耳
孔
の
周
り
の

ぇ
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図36
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窪
み
が
広
い
と
い
っ
た
特
徴
が
挙
げ
ら

れ
、
全
体
的
に
伸
び
や
か
な
表
現
で
あ

る
が
、
清
雲
寺
吉
祥
天
の
耳
は
そ
の
点

で
は
や
は
り
形
式
的
で
耳
介
の
各
部
分

の
形
が
整
い
、
対
耳
輪
の
弧
も
小
さ
く

耳
孔
周
囲
の
窪
み
も
狭
い
。
運
慶
作
例

の
耳
と
は
表
現
上
幾
分
か
開
き
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。

快
慶
の
作
例
に
関
し
て
は
如
何
で
あ

ろ
う
か
。
快
慶
作
例
の
耳
の
特
徴
に
関

し
て
は
既
に
水
野
敬
三
郎
氏
に
よ
る
詳

2
 

細
な
考
察
が
あ
る
。
快
慶
の
、
約
三
十

年
間
に
わ
た
る
造
像
活
動
の
中
で
規
準

作
例
と
な
る
二
十
数
例
に
共
通
す
る
特

徴
と
し
て
、
対
耳
輪
と
耳
珠
に
よ
っ
て

囲
ま
れ
る
凹
凸
、
即
ち
耳
孔
の
周
り
の

窪
み
の
形
が
縦
に
細
長
い
点
を
挙
げ
て

お
ら
れ
る
。
制
作
年
代
の
差
に
よ
っ
て

も
造
り
に
多
少
の
変
化
が
表
れ
る
よ
う

で
、
「
巧
匠
（
梵
字
ア
ン
）
阿
弥
陀
仏
」

銘
時
代
の
建
久
三
年
（

―
-
九
二
）
の

京
都

・
醍
醐
寺
三
宝
院
弥
勒
菩
薩
坐
像

（図
33)
で
は
耳
輪
な
ど
全
体
的
に
し
つ

か
り
と
し
た
造
り
で
、
対
耳
輪
の
上
脚

は
ほ
ぼ
直
線
な
が
ら
や
や
下
向
き
の
弧

を
描
く
が
、
建
仁
三
年

(
―
二

0
三
）

の
奈
良

•

安
部
文
殊
院
文
殊
菩
薩
騎
獅

像
（
図
34)
に
な
る
と
上
脚
が
逆
に
上

向
き
の
円
弧
を
描
く
よ
う
に
な
り
、
こ

゜(163) 



れ
は
東
京
芸
術
大
学
の
大
日
如
来
坐
像
に
も
見
ら
れ
、
そ
の
後
の
「
巧
匠
法
橋
快
慶
」
「
巧

匠
法
眼
快
慶
」
銘
時
代
の
作
品
（
図
35)
は
全
て
こ
の
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
ま
た
こ

の
時
期
の
耳
で
は
対
珠
の
隆
起
が
目
立
た
な
く
な
り
、
概
ね
「
巧
匠
（
梵
字
ア
ン
）
阿
弥
陀

仏
」
銘
時
代
に
見
ら
れ
た
力
強
い
構
成
は
失
わ
れ
て
ゆ
く
。

清
雲
寺
吉
祥
天
の
場
合
、
快
慶
作
例
に
共
通
項
と
し
て
存
在
し
た
縦
に
細
長
い
耳
孔
周
囲

の
窪
み
が
ほ
ぼ
忠
実
に
表
れ
、
正
治
二
年

(
―二

0
0
)
頃
の
金
剛
峰
寺
孔
雀
明
王
像
（
図

31)
や
建
仁
二
＼
――一
年
（

ニ
―

0
二
＼
三
）
の
奈
良

・
東
大
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
図
32)

に
窪
み
の
入
り
組
む
形
や
対
耳
輪
の
弧
の
描
き
方
が
似
通
う
。
ま
た
耳
輪
の
成
形
に
お
い
て
、

清
雲
寺
吉
祥
天
は
が
っ
し
り
と
造
り
な
が
ら
も
や
や
丸
み
を
帯
び
た
柔
ら
か
さ
を
備
え
、
そ

の
湾
曲
に
も
円
や
か
な
感
覚
が
見
ら
れ
、
こ
の
点
は
快
慶
作
例
の
耳
に
も

一
貫
し
て
表
れ
る

意
識
で
あ
る
。

建
久
七
年
（

―
-
九
六
）
宗
慶
作
の
埼
玉

・
保
寧
寺
阿
弥
陀
一二
尊
像
（
図
36)
、
建
仁
元

年

(
―二

0
I

)

定
慶
に
よ
り
制
作
さ
れ
興
福
寺
東
金
堂
に
伝
来
し
た
東
京

・
根
津
美
術
館

の
帝
釈
天
立
像
（
図
37)
、
承
元
四
年
(
―
ニ

―
0
)
実
慶
作
の
静
岡

・
修
善
寺
大
日
如
来

坐
像
（
図
38)
な
ど
、
快
慶
と
活
躍
時
期
を
同
じ
く
す
る
作
家
に
よ
る
作
例
に
も
太
さ
の
均

一
な
耳
輪
を
持
つ
耳
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
縁
を
角
張
ら
せ
た
り
、
あ

る
い
は
鏑
立
た
せ
た
り
し
て
堅
牢
で
頑
強
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
お
り
、
清
雲
寺
吉
祥
天
の

一
種
柔
和
な
志
向
性
か
ら
は
隔
た
り
を
感
じ
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
快
慶
作
例
の
耳
の
象
形
に

き
れ
い
な
ま
と
ま
り
を
造
っ
て
い
る
の
は
、
対
耳
輪
や
上
脚
の
線
に
よ
っ
て
、
面
が
均

一
に

分
割
さ
れ
る
と
い
う
原
則
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
清
雲
寺
吉
祥
天
の
耳
も
対

珠

・
対
耳
輪

・
上
脚
を
繋
ぐ
弧
線
が
、
耳
の
中
央
で
二
つ
の
面
を
均
等
に
分
割
し
て
お
り
、

こ
の
点
か
ら
も
快
慶
作
例
の
耳
の
特
質
に
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
耳
の
彫
法
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
結
果
、
清
雲
寺
の
中
尊
毘
沙
門
天
の
耳
は
慶

派
仏
師
の
系
譜
上
第
一
一
世
代
に
あ
た
る
作
家
、
中
で
も
肥
後
定
慶
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
対
し
て
、
吉
祥
天
の
耳
に
つ
い
て
は
そ
れ
よ
り
も
前
代
、
運
慶
や
快
慶
ら

の
世
代
に
よ
る
作
例
に
近
づ
き
、
快
慶
作
例
の
耳
に
似
通
う
特
徴
を
見
出
す
に
至
っ
た
。
で

は
、
全
体
的
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
面
貌
、
着
衣
な
ど
の
表
現
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な

結
果
に
つ
じ
つ
ま
が
合
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

細
く
造
ら
れ
る
腕
や
脚
、
強
く
引
き
締
め
ら
れ
括
れ
を
見
せ
る
腰
な
ど
清
雲
寺
中
尊
の
ス

マ
ー
ト
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
（
図
2
)
肥
後
定
慶
作
例
に

一
貫
し
て
見
ら
れ
（
図
43)
、

痩
身
な
正
面
観
に
対
し
て
案
外
に
奥
行
き
の
あ
る
側
面
観
も
鞍
馬
寺
聖
観
音
像
（
図
44)
な

ど
に
そ
の
傾
向
が
窺
え
る
。
極
め
て
意
志
的
で
迫
真
に
満
ち
た
表
情
（
図
39)
は
神
奈
川

・

浄
楽
寺
の
不
動
明
王
立
像
（
図
40)
や
和
歌
山

・
金
剛
峰
寺
の
八
大
童
子
立
像
の
内
の
恵
光

童
子
像
な
ど
に
通
じ
、
丸
く
膨
ら
む
裾
裾
も
願
成
就
院
毘
沙
門
天
像
（
図
45
、
46)
に
近
い

な
ど
、
清
雲
寺
中
尊
の
表
現
は
運
慶
様
式
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

前
に
述
べ
た
肥
後
定
慶
の
作
風
傾
向
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
引
き
気
味
な
顎
、
張

り
や
膨
ら
み
よ
り
も
筋
肉
の
細
部
描
写
に
こ
だ
わ
っ
た
モ
デ
リ
ン
グ
、
頬
の
面
構
成
に
や
や

単
純
な
き
ら
い
が
あ
る
点
は
肥
後
定
慶
の

一
連
の
作
例
に
往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ

る
し
（
図
42)
、
鼻
根
を
く
つ
き
り
と
隆
起
さ
せ
、
煎
鼻
状
の
鼻
を
突
き
出
し
て
両
鼻
翼
を

左
右
に
大
き
く
広
げ
る
と
い
っ
た
誇
張
的
な
表
現
は
明
王
院
不
動
明
王
像
（
図
41)
に
よ
く

通
じ
る
。
加
え
て
上
瞼
の
中
程
を
や
や
砂
め
て
眼
差
し
の
生
々
し
さ
を
強
調
す
る
の
も
大
報

恩
寺
准
脈
観
音
像
や
鞍
馬
寺
聖
観
音
像
、
明
王
院
不
動
明
王
像
の
左
眼
に
似
通
う
（
図
39
、

, ヽ：

眉， 

｀ 図40 浄楽寺不動明王

面相部

図39 清雲寺毘沙門天

面相部

図42 鞍馬寺聖観音

面相部

図41 明王院不動明王

面相部
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図44 鞍馬寺

聖観音

図43 大報恩寺 准抵観音

左側面

ー
、
2
)
。

4
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ま
た
、
清
雲
寺
中
尊
の
正
面
の
裾
裾
に
見
ら
れ
る
大
き
な
た
わ
み
は
東
京
芸
術
大
学
の
毘

沙
門
天
立
像
と
よ
く
似
て
お
り
（
図
46
、
47)
、
腰
甲
縁
の
飾
り
布
や
両
膝
で
絞
る
袴
の
裾

な
ど
の
プ
リ
ー
ツ
状
の
た
わ
み
は
、
大
報
恩
寺
准
脈
観
音
像
の
正
面
裾
折
り
返
し
部
な
ど
と

同

一
の
感
覚
で
あ
る
（
図
47
、
49)
。

こ
う
し
た
生
々
し
い
迫
真
性
や
誇
張
的
な
表
現
、
賑
や
か
な
衣
の
処
理
と
い
っ
た
清
雲
寺

中
尊
の
表
現
は
肥
後
定
慶
独
特
の
風
味
と
軌
を

一
に
す
る
。
耳
の
彫
法
の
検
討
か
ら
得
ら
れ

た
結
果
と
併
せ
て
、
清
雲
寺
中
尊
は
肥
後
定
慶
の
作
風
に
実
に
興
味
深
く
共
通
す
る
特
徴
を

数
多
く
有
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

吉
祥
天
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
試
み
に
、
第
一
一
世
代
の
正
系
、
湛
慶
の
作

例
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
よ
う
。
雪
渓
寺
毘
沙
門
天
三
尊
像
の
う
ち
の
吉
祥
天
を
見
る
と

（図
15)
、
異
様
な
ま
で
の
撫
で
肩
、
前
方
に
強
く
迫
り
出
し
た
腹
部
、
長
大
な
下
半
身
な
ど
、

通
常
の
人
体
構
造
か
ら
は
逸
脱
し
た
か
な
り
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
表
現
で
あ
り
、
人
体
の
構

造
を
的
確
に
把
握
し
た
堅
実
な
モ
デ
リ
ン
グ
と
俗
に
堕
さ
な
い
表
現
の
清
雲
寺
吉
祥
天
は
こ

れ
と
は
全
く
趣
向
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
山
寺
の
白
光
神
（
図
50)
・
善
妙
神

像
や
、
近
年
、
湛
慶
作
と
な
る
可
能
性
の
指
摘
さ
れ
た
京
都
・白
雲
神
社
の
弁
才
天
（
妙
音
天
）

坐
像
（
図

51)
に
感
じ
ら
れ
る
モ
デ
リ
ン
グ
や
動
勢
の
硬
さ
か
ら
見
れ
ば
、
清
雲
寺
吉
祥

天
の
両
肩
や
腹
部
に
見
ら
れ
る
柔
ら
か
な
肉
取
り
（
図
7
)
、
腰
の
捻
り
や
手
足
の
見
せ
る

自
然
で
軽
や
か
な
動
勢
（
図
6
)
は
時
期
的
に
先
行
す
る
感
覚
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
体
躯
の
表
現
に
お
い
て
も
湛
慶
ら
の
世
代
以
前
の
作
行
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

清
雲
寺
三
尊
像
の
う
ち
、
こ
の
吉
祥
天
と
善
賦
師
童
子
の
両
脇
侍
は
造
形
意
識
に
さ
ほ
ど

の
違
い
は
な
く
む
し
ろ
傾
向
を

一
に
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
見
解
も
存
在
し
た
こ
と
が
想

起
さ
れ
る
。
つ
ま
り
耳
の
彫
法
も
含
め
て
吉
祥
天
に
表
れ
る
特
徴
は
善
脈
師
童
子
に
も
同
様

に
見
ら
れ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

図46 願成就院

図49 大報恩寺

准抵観音

毘沙門天 祖裾

図48 東京芸術大学 毘沙門天 梧裾

腰布折り返し部分

図45 清雲寺

図47 清雲寺

毘沙門天

毘沙門天

裾裾

下半身部分

(161) 



函51 白雲神社 弁才天

固50 高山寺 臼光神

清
雲
寺
善
脈
師
童
子
（
図
10)
と
雪
渓
寺
善
脈
師
童
子

（図
15)
を
比
較
し
た
場
合
も
、

雪
渓
寺
善
賦
師
童
子
の
穏
健
な
が
ら
も
や
や
平
板
な
モ
デ
リ
ン
グ
は
清
雲
寺
の
善
脈
師
童
子

に
は
見
ら
れ
ず
、
や
は
り
こ
の
場
合
も
第
二
世
代
の
様
式
か
ら
は
先
行
す
る
も
の
と
見
倣
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
清
雲
寺
吉
祥
天
と
善
脈
師
童
子
双
方
の
面
貌
に
相
通
じ
る
特
徴
と
し
て
口
唇
か
ら
顎

に
か
け
て
の
処
理
の
仕
方
、
つ
ま
り
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
下
唇
の
上
に
軽
く
上
唇
を
載
せ
て

口
の
端
を
わ
ず
か
に
窪
ま
せ
、
人
中
を
狭
く
し
て
、
顎
の
先
を
や
や
突
き
出
す
様
子
が
見
受

け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
（
図
52
、
55)
、
実
は
快
慶
の
作
例
中
に
こ
れ
と
よ
く
似
た
傾
向
を

示
す
も
の
が
あ
る
。
京
都
・如
意
寺
の
地
蔵
菩
薩
像
や
和
歌
山
・遍
照
光
院
の
阿
弥
陀
如
来
像
、

金
剛
峰
寺
孔
雀
明
王
像
（
固
53)
、
ア
メ
リ
カ
・
バ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
地
蔵
菩
薩
像
（
図

54)
な
ど
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
中
に
は
唇
の
薄
い
も
の
や
顎
の
小
さ
い
も
の
な
ど

両
脇
侍
の
そ
れ
と
は
若
干
趣
の
異
な
る
点
も
あ
る
も
の
の
、
口
の
両
端
の
窪
み
の
処
理
、
そ

の
窪
み
か
ら
拡
が
る
よ
う
に
な
だ
ら
か
に
膨
ら
む
頬
な
ど
、
特
に
モ
デ
リ
ン
グ
面
に
顕
著
な

類
似
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
バ
ー
ク

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
地
蔵
菩
薩
像
の
丸

い
頬
の
張
り
と
、
眉

．
鼻
の
形
が
吉
祥
天
に
酷
似
し
て
い
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、

善
脈
師
童
子
の
や
や
卵
形
を
呈
す
る
輪
郭
は
安
部
文
殊
院
の
文
殊
菩
薩
像
に
付
き
従
う
善
財

童
子

（図
56)
と
同
類
項
に
並
ぶ
も
の
と
思
わ
れ
、
ふ
く
よ
か
な
が
ら
、
や
や
の
っ
ぺ
り
と

し
た
感
覚
も
両
者
に
共
通
す
る
。

吉
祥
天
の
長
袂
衣
に
表
さ
れ
る
淀
み
な
く
簡
潔
に
流
れ
る
衣
文
線
（
図
8
)
は
形
式
美

の
追
求
を
旨
と
し
た
快
慶
の
作
風
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
右
腋
付
近
の
衣
文
に
見
ら

れ
る
、
鏑
の
頭
に

一
条
筋
を
彫
り
込
む
特
殊
な
技
巧
（
図
57)
も
金
剛
峰
寺
孔
雀
明
王
像
の

衣
文
に
同
様
の
形
式
が
見
出
さ
れ
る
（
図
58)
。
ま
た
善
脈
師
童
子
の
抱
背
面
、
臀
部
か
ら

裾
に
か
け
て
見
ら
れ
る
、
両
端
を
鏑
立
た
せ
湾
曲
部
の
鏑
を
甘
く
す
る

U
字
形
の
衣
文
（
図

13)
は
快
慶
作
の
阿
弥
陀
如
来
像
の
訥
衣
背
面
に
よ
く
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
（
図
59
、
60)
。

こ
の
よ
う
に
、
清
雲
寺
三
尊
像
の
両
脇
侍
に
は
耳
の
彫
法
と
像
そ
の
も
の
の
様
式
に
、
運

慶

・
快
慶
を
始
め
と
し
た
慶
派
第
一
世
代
の
作
例
、
と
り
わ
け
快
慶
作
例
に
通
じ
る
要
素
を

指
摘
出
来
た
。
加
え
て
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
快
慶
作
例
の
殆
ど
は
、
快
慶
が

「
巧
匠
（
梵

字
ア
ン
）
阿
弥
陀
仏
」
を
名
乗
っ
た
建
久
三
年
(
―
二
三
0
)
頃
か
ら
建
仁
三
年

(
―二

0

三
）
に
か
か
る
造
像
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て

両
脇
侍
を
即
座
に
快
慶
作
と
し
て
位
置
付
け
る
に
は
大
い
に
難
が
あ
り
、
あ
る
い
は
快
慶
工

房
に
属
し
た
仏
師
を
想
定
出
来
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の
更
な
る

詳
細
な
検
討
作
業
に
委
ね
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
も
あ
れ
清
雲
寺
毘
沙
門
天
三
尊
像
の
場
合
、
中
尊
毘
沙
門
天
は
慶
派
第
二
世
代
に
位
置

三
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図53 金剛峰寺

孔雀明王面相部

に

ー
図59 東大寺（俊乗堂）

阿弥陀如来背面

図54 バーク・コレクション

地蔵菩薩面相部

図56 安部文殊院

善財童子面相部

,,,-

一囮58 金剛峰寺

孔雀明王 右腰部腰布衣文

図52 清雲寺吉祥天面相部

吉祥天右腋付近衣文

図60 遍照光院

阿弥陀如来背面

四
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し
、
貞
応
＼
建
長
(
―
ニ
ニ

O
S
五

0
年
代
）
に
か
か
る
時
期
に
活
躍
の
見
ら
れ
る
肥
後
定

慶
作
と
な
る
可
能
性
が
、
吉
祥
天

・
善
脈
師
童
子
の
両
脇
侍
像
は
安
元
＼
貞
元
(
-―

七

0

S
―
ニ
―

0
年
代
）
を
活
躍
期
と
し
た
、
快
慶
ら
慶
派
第

一
世
代
の
作
例
に
な
る
で
あ
ろ
う

観
測
が
、
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
前
者
を
十
三
世
紀
第
二
四
半
世
紀
、
後
者
を

十
三
世
紀
初
頭
頃
と
い
う
よ
う
に
、
制
作
時
期
の
差
を
作
家
の
世
代
間
の
年
代
差
に
よ
っ
て

指
摘
出
来
る
可
能
性
を
筆
者
は
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
清
雲
寺
毘
沙
門
天
三
尊
像
の
中
尊
毘
沙
門
天
と
吉
祥
天

・

善
賦
師
童
子
の
両
脇
侍
と
の
制
作
者
の
相
違
は
勿
論
の
こ
と
、
制
作
時
期
に
も
両
者
に
差
が

あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
に
至
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
三
躯
を
造
像
当
初
か
ら

一
具
の
も
の

と
す
る
見
方
は
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
清
雲
寺

三
蒻
像
の
成
立
の
背
景
に
関
し
て
、
こ

の
両
脇
侍
の
元
来
の
中
尊
は
ど
の
よ
う
な
姿
で
あ
っ

た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
現
在
の
中
尊
が
両
脇
侍
に
と
っ
て
、
失
わ
れ
た
当
初
の

中
尊
の
再
興
像
な
の
か
、
そ
れ
と
も
本
来
別
々
に
制
作
さ
れ
た
も
の
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
も

の
な
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
毘
沙
門
天
を
三
尊
形
式
で
造
像
す
る
場

合
、
中
啓
の
姿
が
現
在
の
よ
う
な
、
右
手
は
腰
を
押
し
、
左
手
は
振
り
上
げ
て
戟
を
執
る
、

天
台
系
の
図
像
に
基
づ
く
所
謂
鞍
馬
形
毘
沙
門
天
の
姿
に
表
さ
れ
る
こ
と
が
果
た
し
て
条
件

と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

毘
沙
門
天
が
吉
祥
天

・
善
脈
師
童
子
を
伴
う
三
尊
形
式
で
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
原
因
と

し
て
、
仏
法
守
護
神
か
ら
施
福
神
へ
と
毘
沙
門
天
の
性
格
が
変
化
し
た
こ
と
が
松
島
健
氏
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
毘
沙
門
天
へ
の
信
仰
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
単
独
尊
と
し
て

祈
願
さ
れ
る
守
護
神
と
し
て
の
役
割
は
元
々
軍
神
的
性
格
が
強
く
、
脚
下
に
地
天
を
踏
み
、

さ
ら
に
尼
藍
婆

．
毘
藍
婆
の
二
夜
叉
を
従
え
た
所
謂
兜
跛
毘
沙
門
天
が
果
た
し
、
普
通
の
毘

沙
門
天
は
福
徳

・
富
貴
の
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
、
そ
の
功
カ

・
徳
を
象
徴
し
具
体
的
に
示
す

―
つ
の
方
法
と
し
て
吉
祥
天

・
善
肱
師
童
子
が
左
右
に
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

吉
祥
天
に
つ
い
て
は
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
講
説
の
吉
祥
悔
過
の
本
尊
と
し
て
毘
沙
門
天
と

結
び
に
か
え
て

図
61

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館

『
融
通
念
仏
縁
起
』
鞍
馬
寺
毘
沙
門
天

図
62

大
念
仏
寺
『
融
通
念
仏
縁
起
』

明
徳
版
本
上
巻
第
七
段

共
に
並
立
し
、
後
に
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
八
の
「
大
吉
祥
天
女
増
長
財
物
品
第
十
七
」

に
説
か
れ
る
施
福
神
的
性
格
に
よ
っ
て
福
徳
神
た
る
毘
沙
門
天
の
脇
侍
と
な
り
、
善
脈
師
童

子
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
六
の
「
四
天
王
護
国
品
第
十
二
」
に
お
い
て
、
財
物
に
困

窮
す
る
人
に
、
父
で
あ
る
辟
室
嘩
末
祭
王
（
毘
沙
門
天
）
の
命
に
よ
り
施
福
す
る
様
子
が
描

か
れ
る
こ
と
か
ら
、
毘
沙
門
天
の
子
息
と
さ
れ
る
五
太
子
の
う
ち
福
徳
神
的
役
割
が
強
い
故

に
三
尊
に
配
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
毘
沙
門
天
三
慈
像
の
形
成
に
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』

が
深
く
関
与
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
毘
沙
門
天
三
尊
像
の
中
尊
た
る
毘
沙
門
天
は
、
本

来
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
説
の
吉
祥
悔
過
の
本
尊
で
あ
る
右
手
に
宝
塔
を
捧
げ
左
手
に
戟
を

執
る
姿
の
毘
沙
門
天
と
し
て
造
顕
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
、
毘
沙
門
天
が
仏
法
守
護
神
的
性
格
か
ら
福
徳
神
的
性
格
に
変
化
し
た
理
由
を
融

通
念
仏
を
媒
介
と
し
て
進
行
し
た
毘
沙
門
天
信
仰
の
大
衆
化
に
求
め
る
説
も
提
示
さ
れ
て

い
る
。
周
知
の
よ
う
に
融
通
念
仏
は
天
台
僧
良
忍

(
1
0七
三
＼

―
-
三
二
）
が
永
久
五
年

(
-
―
―
七）

三
昧
中
に
阿
弥
陀
仏
か
ら
直
接
授
け
ら
れ
た
と
い
う
念
仏
の
偶
文
に
由
来
す

る

一
切
人
の
念
仏
を

一
人
に
、

一
人
の
念
仏
を

一
切
人
に
融
通
せ
し
め
る
こ
と
で
、
莫
大
な

功
徳
を
得
よ
う
と
す
る
運
動
で
、
良
忍
の
提
唱
以
来
、

宗
派
を
越
え
て
あ
ら
ゆ
る
念
仏
信
仰

に
取
り
入
れ
ら
れ
、
特
に
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
に
お
い
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
念
仏
で
あ
る
が
、

毘
沙
門
天
は
こ
の
融
通
念
仏
に
入
信
し
、
か
つ
天
神
地
祇
に
勧
進
し
て
そ
れ
ら
を
も
入
信
さ

せ
た
と
さ
れ
、
こ
の
融
通
念
仏
の
大
衆
へ
の
普
及
に
伴
い
、
念
仏
者
に
対
し
て
現
世
利
益
を

施
す
毘
沙
門
天
の
機
能
が
強
調
さ
れ
て
い
く
と
い
う
。

五
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小
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
福
井
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
芝
田
寿
朗
氏
に
は
終
始
懇
切
な
る
御
指

迎
を
賜
り
、
費
重
な
毀
料
の
御
提
供
も
受
け
ま
し
た
。
ま
た
海
岸
寺
住
職
（
清
雲
寺
兼
務
）
石
崎
靖
宗
師
、

並
び
に
消
誤
寺
総
代
森
本
寅
吉
氏
に
は
泊
雲
寺
毘
沙
門
天
三
芍
像
の
図
版
掲
載
の
許
可
を
頂
戴
し
、
格
別
な

る
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
学
学
芸
貝
課
程
後
々
田
寿
徳
専
任
講
師
か
ら
は
様
々
に
御
助
言
を

賜
り
、
美
術
史

・
文
化
財
保
存
修
復
学
科
長
坂

一
郎
助
教
授
に
は
度
重
な
る
激
励
と
湿
か
い
御
教
示
を
賜
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
関
係
諸
氏
に
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
図
16
、
18
、
20
、
23
、
27
、
30
、
36
に
つ
い
て
は
比
較
作
業
の
便
宜
上
、

写
真
を
左
右
反
転
さ
せ
て

掲
載
し
ま
し
た
。
尚
、
図
2
、
4
、
5
、
8
、
9
、
12
、
13
、
17
、
18
、
19
、
27
、
45
、
47
、
55
に
つ
き
ま

付

記
大
方
の
ご
叱
正
を
賜
れ
ば
光
栄
で
す
。

（了）

融
通
念
仏
の
功
徳
と
良
忍
の
伝
記
を
描
く
『
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
』
に
は
、
そ
の
上
巻
の

後
半
、
天
治
元
年
(
-
―
二

四
）
に
良
忍
に
勧
め
ら
れ
融
通
念
仏
名
帳
に
結
縁
し
た
鞍
馬

寺
毘
沙
門
天
の
姿
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
『
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
』
の
鞍
馬
寺
毘
沙
門
天

は
融
通
念
仏
に
結
縁
し
、
そ
の
拡
が
り
と
と
も
に
念
仏
者
に
福
徳
を
授
け
る
存
在
と
な
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
何
故
か
鞍
馬
形
毘
沙
門
天
の
姿
を
と
っ
て
現
れ
る
場
合
に
は
、
毘
沙
門
天

の
施
福
の
機
能
を
具
現
化
す
る
吉
祥
天

・
善
肱
師
童
子
の
両
脇
侍
を
従
え
な
い
よ
う
で
あ
る

2
)
。

（図

61
、

6

穿
っ
た
見
方
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
点
か
ら
毘
沙
門
天
三
尊
像
の
中
尊
が
鞍
馬
形
毘
沙

門
天
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
は
必
ず
し
も
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
現
存
す
る
毘
沙
門
天
三
尊
像
の
う
ち
、
中
啓
を
鞍
馬
形
毘
沙
門
天
の
姿
で
表
す

も
の
は
鞍
馬
寺
の
国
宝
三
尊
像
と
銅
製
燈
籠
浮
彫
像
の
他
に
千
葉

・
多
聞
院
像
と
清
雲
寺
像

の
み
で
あ
り
、
数
量
的
に
少
な
い
こ
と
も
こ
れ
に
関
わ
ろ
う
。
清
雲
寺
の
両
脇
侍
が
付
き
従
っ

て
い
た
当
初
の
中
尊
に
鞍
馬
形
で
は
な
い
姿
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
筆
者
の
憶
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
大
島
地
区
の
多
く
の
寺
院
が
近
世
の
転
禅
以
前
は

天
台
宗
に
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
現
中
慈
の
鞍
馬
形
毘
沙
門
天
は
独
尊
像
と
し
て
元
来
当

地
に
伝
存
し
て
い
て
、
い
つ
の
時
代
か
吉
祥
天

・
善
試
師
童
子
の
両
脇
侍
が
何
ら
か
の
事
情

で
中
央
か
ら
移
安
さ
れ
た
と
も
想
像
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
造
像
背
景
に
関
す
る
問
題
も
含
め
て
、
中
尊
と
両
脇
侍
の
彩
色
技
法
に
お
け

る
差
異
な
ど
充
分
な
再
検
討
の
余
地
は
ま
だ
残
さ
れ
て
お
り
、
小
稿
に
お
い
て
見
出
さ
れ
た

可
能
性
を
次
の
新
た
な
考
察
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

註

倉
田
文
作
「
六
重
文
木
造
毘
沙
門
天
吉
祥
天
善
肱
師
童
子
立
像
」
解
説
（
倉
田
文
作
監
修

『若

狭
の
古
寺
美
術
』
、
「
若
狭
の
古
寺
美
術
」
刊
行
会
、

一
九
八
三
）

一
六
七
ー
一
六
八
頁

福
井
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
編

『開
館
5
周
年
記
念
特
別
展
若
狭
の
秘
仏
』
、
福
井
県
立
若
狭

歴
史
民
俗
資
料
館
、

一
九
八
七

後
々
田
寿
徳
「
資
料
紹
介

・
研
究
ノ
ー
ト
消
雲
寺

・
毘
沙
門
天
三
啓
像
に
つ
い
て
」
（
『
福
井
県
立
若

狭
歴
史
民
俗
査
料
館
友
の
会
だ
よ
り

』、

一
九
八
九
）
六
—
七
頁

概
要
に
関
す
る
解
説
は
前
掲
註
ー
に
挙
げ
た
諸
解
説
の
他
、
東
京
芸
術
大
学
が
昭
和
五
十
三
年

(
-
九

七
八
）
六
月
に
実
施
し
た
調
査
報
告
書
、
昭
和
十
六
年
（

一
九
四

一
）
頃
、
旧
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
ば

か
り
の
清
雲
寺
三
芍
像
が
修
理
を
受
け
た
と
き
の
も
の
と
思
わ
れ
る
修
理
解
説
書
等
を
参
考
と
し
た
。

消
雲
寺
三
慈
像
の
法
凪
は
次
の
通
り
（
東
京
芸
術
大
学
調
査
報
告
書
よ
り
。
単
位
Cm)
。

毘

沙

門

天

吉

祥

天

善

肱

師

童

子

―
―
四
•

五
（
髯
頂
ー
邪
鬼
地
付
）

10
0
・
 
九

二
―
•

一

1
0

•

六

1
0
•

三

一
四
・
ニ

二
三

・
五

二
―
•

五

一
九
七
五
）

総
高

像
高

頭
長

面
長

面
幅

面
奥

臀
張

裾
張

三
三

・九

邪
鬼
翡

一三

・
六

台
座
幅

二
三

・
三

II

厚

三
・
六

大
飯
町
誌
編
梨
委
員
会
編

『大
飯
町
誌
』、
大
飯
町
、
一
九
八
九

若
狭
地
方
文
化
財
保
護
委
員
会

『若
州
管
内
社
寺
由
緒
記

・
寺
社
什
物
記
』、

前
掲
註
4
所
収

前
掲
註
l
倉
田
解
説

松
島
健
「
鞍
馬
寺
毘
沙
門
三
尊
像
に
つ
い
て
」

(rM
U
S
E
U
M
』
二
五
一
、

九
頁

伊
東
史
朗
「
鞍
馬
寺
毘
沙
門
天
像
試
論
」
（
伊
東
史
朗

r
平
安
時
代
彫
刻
史
の
研
究
』、
名
古
屋
大
学
出

版
会
、

二
0
0
0
)
一
五
ー
ニ
ニ
頁

井
上

一
稔
「
毘
沙
門
天
及
び
両
脇
侍
立
像
湛
疫

三
躯

高

知

雪
渓
寺
」
解
説

(
r
運
疫

・
快
疫
と

そ
の
弟
子
た
ち
』、
奈
良
国
立
博
物
館
、

一
九
九
四
）

一
四
八
頁

前
掲
註
8
井
上
解
説

水
野
敬
三
郎
「
運
慶
と
工
房
製
作
」

(r
M
U
S
E
U
M
』
二
九
四
、

前
掲
註
ー

『開
館
5
周
年
記
念
特
別
展
若
狭
の
秘
仏
』
解
説

五
七

・
九

―ニ

・
七

六
•

五

一
四
・
八

七

・
九

―ニ

・
六

八五．． 
〇 九

六

・
八

し
て
は
福
井
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
御
提
供
賜
っ
た
も
の
で
す
。

一
九
七
二
）

一
八
ー
ニ

-
0ー
ニ
ニ
頁

一
九
五
八

一
五
・
五

四
六

・
七

一Iヽ
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24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 

―
一
三
八、

水
野
敬
三
郎

「快
疫
作
品
の
検
討
」
（
『美
術
史
』
四
七
、

一
九
六
三
）
八
八

-
1
0四
頁

藤
岡
穣

「興
福
寺
南
円
堂
四
天
王
像
と
中
金
堂
四
天
王
像
に
つ
い
て
（
下
）
」
（
『
国
華
』

一
九
九

0
)
七
ー

一
九
頁

塩
澤
寛
樹
「
鎌
倉

・
明
王
院
不
動
明
王
坐
像
と
肥
後
定
慶
」

(
r
佛
教
藝
術
』
二

四
二
、

一
九
九
九
）
五

-
I七
六
頁

モ
レ
ル
リ
式
方
法
に
よ
る
検
討
を
小
稿
で
も
試
み
た
が
、
仏
像
の
耳
に
関
し
て
は
水
野
敬
三
郎
氏
の
検

討
が
代
表
的
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
同
時
代
の
作
家
の
作
例
を
逐

一
集
め
て
比
較
し
、
そ
の
上
で
快
炭

作
例
の
備
え
る
特
殊
な
形
式
を
坦
き
出
し
て
お
ら
れ
、
極
め
て
具
体
性
の
あ
る
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

藤
岡
穣
氏
、
塩
澤
党
樹
氏
の
研
究
に
は
個
々
の
作
家
の
特
徴
把
握
に
耳
の
形
状
の
比
較
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
先
例
の
水
野
氏
の
研
究
方
法
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

前
掲
註
2
東
京
芸
術
大
学
調
査
報
告
書
の
所
見
に
お
い
て
も
耳
が
後
補
で
あ
る
指
摘
は
な
さ
れ
て
い
な

ま
た
国
宝
修
理
解
説
書
に
も
そ
の
よ
う
な
報
告
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
清
雲
寺
三
羽
像
の
耳
の
形
は
造

像
当
初
の
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

井
上

一
稔
「
湛
慶
」
解
説
（
『
運
炭

・
快
変
と
そ
の
弟
子
た
ち
』
、
奈
良
国
立
博
物
館
、

一
九
九
四
）

一

九
ー
ニ

0
頁

ま
た
同
図
録
末
尾
に
は
運
脱

・
快
慶
始
め
慶
派
仏
師
の
一
連
の
動
向
を
纏
め
た
年
表
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
参
照
さ
れ
た
い
。
一

五
五
ー
一

六
三
頁

田
邊
三
郎
助
「
鎌
倉
彫
刻
の
特
質
と
そ
の
展
開
ー
湛
慶
様
式
の
成
立
を
中
心
に
ー
」
(
r
国
華
』一

0
0
0、

一
九
七
七
）

三
三
ー
六
五
頁

深
山
孝
彰
「
肥
後
定
脱
の
菩
薩
像
に
つ
い
て
」

(
r
佛
敦
葱
術
』
一

八
七
、

一
九
八
九
）

一
0
1
-
――

九
頁

水
野
敬
三
郎
「
鞍
馬
寺
型
観
音
像
に
つ
い
て
」
（
水
野
敬
三
郎

『
日
本
彫
刻
史
研
究
』
、
中
央
公
論
美
術

出
版、

一
九
九
六）

前
掲
註
12
塩
澤
論
文

三
宅
久
雄
「
仏
師
行
快
の
事
組
」

(
r
美
術
研
究
』
三
三
六、

一
九
八
六
）

三
九
ー
五
六
頁

三
宅
久
雄
「
玉
桂
寺
阿
弥
陀
如
来
像
と
そ
の
周
辺
」
（
『美
術
研
究
』
三
三
四、

一
九
八
六
）

一
九
六
ー

二
0
五
頁

前
掲
註
12
塩
澤
論
文

前
掲
註
12
水
野
論
文

前
掲
註
12
水
野
論
文
、
こ
う
し
た

一
種
神
経
質
な
形
の
整
備
の
仕
方
は
快
慶
作
例
に

一
貫
し
て
見
ら
れ
、

ど
の
時
期
に
お
い
て
も
全
く
態
度
が
変
わ
ら
ず
、
水
野
氏
は
こ
う
し
た
特
質
に
快
艇
そ
の
人
の
性
格
を

見
て
お
ら
れ
る
。

前
掲
註
12
塩
澤
論
文

川
瀬
由
照
「
木
造
弁
才
天
坐
像
（
西
園
寺
妙
音
堂
旧
本
哲
）
」
解
説
（
『
日
本
歴
史
』
六
五
五
、

二
0
0
二
）

か
つ
て
西
園
寺
家
に
伝
え
ら
れ
た
二
腎
の
弁
才
天
像
で
、

山
科
教
言
が
土
佐
行
広
に
描
か
せ
た
と
さ
れ

る
仁
和
寺
蔵
の
妙
音
天
画
像
に
像
容
が

一
致
し
、
画
像
に
は
西
園
寺
家
の
鎖
守
天
を
摸
す
と
記
さ
れ
る
。

堅
実
な
作
風
や
構
造
技
法
か
ら
十
三
世
紀
前
半
の
作
と
推
定
さ
れ
、
的
確
で
優
れ
た
写
実
表
現
や
切
れ

洞

口

密

芸
術
学
部
美
術
史

・
文
化
財
保
存
修
復
学
科

副
手

執
筆
者

32 31 30 29 28 27 26 25 

長
な
鋭
い
眼
か
ら
く
る
森
厳
な
面
貌
表
現
か
ら
当
時
の
炭
派
仏
師
の
作
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
西

園
寺
公
経
(
-―

七

一
＼

―
二
四
四
）
と
の
結
び
つ
き
か
ら
湛
慶
や
そ
の
周
辺
が
作
者
と
し
て
有
力
視

さ
れ
る
。

一
方
の
手
は
腰
に
お
き
、
も
う

一
方
の
手
に
戟
を
執
る
託
腰
型
毘
沙
門
天
は

r
摩
詞
吠
室
羅
末
那
野
提

婆
喝
嘩
閣
陀
羅
尼
儀
軌
』
（
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
ニ
―

I

ニ―

九
b
)
及
び

r
北
方
毘
沙
門
天
王
随
軍

設
法
真
言
』
(r
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
ニ
―
—
ニ
ニ
五
C
)
に
説
か
れ
、
と
も
に
左
手
で
戟
を
執
り
、
右

手
を
腰
に
当
て
る
と
規
定
す
る
。
天
台
系
現
存
唯

一
の
図
像
集

r
阿
娑
婆
抄
』
毘
沙
門
天
王
法
「
第
三

形
像
事
」
に
「
鞍
馬
寺
啓
即
此
像
也
」
と
説
か
れ
鞍
馬
形
毘
沙
門
天
の
姿
が
天
台
系
図
像
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
（
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
九
ー
四

一
八

a)
、
そ
の
直
後
に
随
軍
護
法

真
言
を
引
用
し
て
こ
れ
と
全
く
逆
の
手
勢
を
説
く
こ
と
か
ら
（
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
九
ー
四

一

八
b
)
r大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の

『
北
方
毘
沙
門
天
王
随
軍
護
法
真
言』

と
は
別
の
系
統
の
随
軍

護
法
真
言
が
存
在
し
、
天
台
の
毘
沙
門
法
に
お
い
て
は
こ
ち
ら
を
重
用
し
た
可
能
性
が
近
年
の
研
究
に

よ
り
指
摘
さ
れ
た
。

津
田
徹
英
「
滋
賀

・
錦
織
寺
天
安
堂
毘
沙
門
天
像
と
天
台
系
所
伝

『北
方
毘
沙
門
天
王
随
軍
護
法
真
言
』

の
周
辺
」
（
『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
五
、

二
0
0
1
)
六
七
ー
八
九
頁

前
掲
註
7
松
島
論
文

r
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
一

六
ー
四
三
九
b

r
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
一

六
ー
四
三
一

a

法
隆
寺
金
堂
の
毘
沙
門
天
立
像
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

橋
本
章
彦
「
毘
沙
門
天
と
念
仏
ー
仏
法
守
護
神
か
ら
福
神
ヘ
ー
」
（
『仏
教
史
学
研
究
』
、
三
三
巻、

一
号、

一
九
九

0
)
1
0七
ー
―
二
四
頁

鞍
馬
寺
の
毘
沙
門
天
が
諸
天
冥
衆
に
対
し
念
仏
勧
進
を
行
う
場
面
で
、
消
涼
寺
本
で
は
（
上
巻
第
六
段
）

左
脇
に
吉
祥
天
、
右
脇
に
善
腿
師
童
子
を
従
え
、
現
存
最
古
の
伝
本
と
さ
れ
る
シ
カ
ゴ
美
術
館
・ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
本
で
は
（
上
巻
第
五
段
）
左
脇
に
善
肱
師
童
子
の
み
を
連
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
場
面
の
吉
祥
天

・
善
賦
師
童
子
は
名
帳
に
加
入
す
る
諸
天
善
神
に
類
す
る
性
格
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
毘
沙
門
天
は
名
帳
を
携
え
鞍
馬
形
に
は
表
さ
れ
な
い
。
勧
進
か
ら
鞍
馬
寺
へ
帰
る
場
面
で
も
毘
沙

門
天
の
傍
に
善
肱
師
童
子
が
従
う
が
、
鞍
馬
寺
へ
戻
っ
た
途
端
に
姿
を
消
す
。

前
掲
注

3

『大
飯
町
誌
』

七

(156) 束北芸術工科大学紀要 No.12 2005 



The three wooden images of Bishamon -ten 
of the Seiunji Temple in the Ohi-cho,Fukui 

-The introduction about a style 

HORAGUCHI Yutaka 

From their realistic modeling and finely-detailed expressions, the three 

wooden images of Bishamon・ten enshrined in the Seiunji Temple, which 

is located in the Urasoko area of the Oshima Peninsula, Ohi・cho, Fukui 

Prefecture, are thought to have been created by Buddhist sculptors of the 

Kei School round about the middle of the 13th century, in the early Kamakura 

Period. 

A comparison of the expression of the central image of Bishamon・ten 

(Vaisravana) with the Kichijo・ten (Mahasri) and Zennishi・doji (Janesah) to 

either side of it shows clear differences in the balance of head and torso, in 

the sense of massiveness, the modeling of the face and the treatment of the 

clothing; and it is presumed that the difference in skill indicates that the 

pieces were produced not only by different sculptors, but at different times. 

A tentative comparison of the shape of the ears revealed that the Bishamon・ 

ten image is characteristic of the second generation of Buddhist sculptors 

of the Kei School, led by Tankei, and is particularly characteristic of Higo・ 

jokei, who worked from the 1220s to the 1250s. The Kichijo・ten image shows 

characteristics of the first generation of sculptors, such as Unkei and Kaikei, 

active in an earlier period (l l 70s・1210s). In particular, the same characteristics 

are found as in the ears of pieces by Kaikei. The results of a study of the 

ears reflect the results of studies of proportions, facial expressions, etc. (The 

Zennishi・doji image shows no ears and so was excluded from the study of the 

ears; but it shows the same characteristics as the Kichijo・ten image, and the 

results of the study of the ears of the Kichijo・ten image are also reflected in 

the Zennishi・doji image). Thus it is thought that the Bishamon・ten image 

and the images of Kichijo・ten and Zennishi・doji to either side of it are from 

different periods, since the sculptors were of different generations; and the 

view that they were initially created as a set seems to have been negated. 
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